
93　SHIZUOKA PROPOSAL SHIZUOKA PROPOSAL　94

（様式８）技術提案書（表紙）
参加者番号

０ １ ３

INOUT

N

東静岡駅前に建つ新しい図書館は成熟した地域の中心的施設であり、民主主義と学術文化を
象徴する未来の静岡のシンボルとなります。2027 年に開館するこの地域の新しい県立図書館
は、どのような存在であるべきか。地球環境の持続可能性を体現し、脱炭素社会を象徴する
エコロジカルな建築、空間の存在であるべきと考えます。建物形状は分厚いエンベロープと
呼ぶ有機体のような被膜で覆われたシンプルなハコ型であり、空間に様々な工夫が詰め込ま
れた格調ある外観が特徴となります。有史以来の建築の目的である屋外環境からのシェルター
として、光、熱、空気の環境要素を最適化し、人と本の居心地を尊重する建築を提案します。

ローカルからグローバルへ ―呼吸する有機的建築へ―

駅から直結するペデストリアンデッキからの眺め 全ての階が吹抜けでつながる内部空間 配置図　1:4000
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（様式９）技術提案書（１次）
参加者番号

０ １ ３

動

静

従来の図書館機能

新しいタイプの図書館機能1F
2F
3F
4F

5F
6F

太陽熱を利用した放射空調

太陽熱を利用した対流空調

安定的な北側採光　太陽光パネル＋太陽熱パネル

反射光による落ち着いた光
コラボレーションスペース

こども図書館

一般図書館

閉架書庫

ボリューム (PC 造 )

閉架書庫 閉架書庫

公開書庫
発電機室

公開書庫

一般図書館

事務室

テーマ別配架コーナー テーマ別配架コーナー多目的ラボ 多目的ラボセミナールーム
多目的ホール

躯体からの吸熱による冷房負荷低減躯体からの放射による暖房負荷低減

冬期は上部にたまった暖気を回収して熱負荷低減

適切な換気
エンベロープ ( 鉄骨造 )

寒気熱気

太陽熱
日射

光
風

雨

騒音

雪

湿気

粉塵

光環境＋自然換気

太陽熱＋太陽光発電
（自然エネルギー利用）

雨水利用

外気温の変動

「マス」の熱容量によって
室温変動を穏やかにする

「エンベロープ」によって適切な
光と風を取り入れ，太陽熱と太陽
光発電を利用した空調によって
快適温度域にする

快適温度域

外皮に守られて安定した内部環境

マス

ヴォイド

マス

外皮に守られて
安定した内部環境

エンベロープ

エンベロープのイメージ

従来の図書館機能
新しいタイプの図書館機能
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PLAN 1:1000 

３F: 一般書架メインフロア

吹抜に面して配置された
上下の空間をつなぐ階段

1階から 3階までを繋ぐ
踊り場状の閲覧スペース

事務関連スペースを集約し、
管理のしやすさに配慮

閉架書庫は蔵書の増加に
対応しやすいよう同フロ
アに集約

賑やかな下階とは切り離
し、落ち着いた空間で本
に触れあえる公開書庫

建物の中心に位置し、人・空間を
有機的につなぐプロムナード

外部と内部に開かれ、
相互の豊かな関係性を生み出す
開かれたカフェ・ラウンジ

ふじのくにの情報が集積され、
新たな地域の魅力を再発見出来る
地域資料スペース

建物内部を一望しながら
ゆったり読書を楽しめる
閲覧スペース

ヴォイド空間を取り囲んで、
内部の安定した環境を創り出す
エンベロープ

利用者の利便性に配慮した
整然と並べられた書架配置

富士山の雄大な眺望を
望むテラス

2F: 子ども図書館・事務管理部門1F: 新しいアクティビティを誘発する図書館

7F: 閉架書庫6F: 公開書庫・貴重書庫4F: 地域資料・貴重書展示室

ゾーニング
：新しいタイプの図書館機能

：児童書関連スペース

：一般閲覧スペース

：地域資料スペース

：保存エリア

：管理諸室

：テラス

：その他設備スペース等

：廊下等共用部：学びの活動スペース 1：総合案内カウンター
室名

2：情報発信コーナー
3：受付カウンター / バックヤード
4：オープンコラボレーションスペース
5：テーマ別配架コーナー

  6：大学コンソーシアム事務室

  7：多目的ホール
  8：多目的ラボ
  9：セミナールーム
10：キッチンラボ
11：ものづくりラボ
12：音楽ラボ

13：メディア・ICT ラボ
14：カフェ
15：ラウンジ

19：授乳室
20：読み聞かせの部屋
21：こども図書研究室
22：カウンター
23：書架・閲覧席

16：カウンター
17：児童室
18：児童用トイレ 24：対面朗読室

25：カウンター
26：書架 / 閲覧室
27：貴重書展示コーナー
28：県史編さん収集資料閲覧コーナー
29：サイレントルーム
30：学習室

31：個室研究席
32：公開書庫
33：貴重書庫
34：保存処理室
35：閉架書庫
36：運営事務室

37：備品倉庫
38：事務室
39：館長室
40：特別会議室
41：職員用会議室
42：休憩・更衣室

43：作業室
44：給湯室
45：印刷室
46：ボランティア室
47：サーバールーム
48：協力車発着ステーション

49：倉庫 / 備品室
50：設備スペース
51：受水槽 / ポンプ室
52：電気室
53：発電機室
54：空調機械室

55：エントランスホール
56：トイレ
57：階段
58：EV
59：廊下
60：テラス

N

直方体のボリュームは、書庫や管理
諸室などの閉じた空間によるマスと、
それによってできる一般閲覧スペー
ス、交流スペース等のヴォイドで構成
されています。吹抜けを介して、新
しいタイプの図書館機能と従来の図
書館機能は立体的につながり、一体
的なヴォイド空間を形成しています。

1階の新しいタイプの図書館機能から 2階から 6階の従来
の図書館機能を、動的から静的な雰囲気にグラデーショナ
ルにつなぎ、図書館全体を一体的な空間としてまとめます。
様々な環境下での読書を可能にすることで利用者の興味を広
げ理解を深める知のサイクルを促す読書空間を提案します。

建物の周囲を覆っているエンベロープ
と呼ぶ分厚い皮膜は外部環境を制御し、
内部の安定した光・熱・空気環境を創
り出します。また、耐震部材を配置す
ることで建物の耐震性を向上し、機器
スペースとして利用することで、内部
空間の自由度を最大限高めています。

屋外は季節によって温度や湿度などの環境が大きく変動し
ます。一方、屋内は、人間の活動するエリアや書庫等の室
においては、環境の変動を小さくする必要があります。
巨大なヴォイドに配された熱容量の大きなマスによって温
熱環境の変動を抑えながら、エンベロープによって光、風、
熱を選択的に取り入れます。さらに、太陽熱と太陽光発電
を利用した効率のよい設備システムを効果的に導入するこ
とで、快適な環境を担保しつつ、機械が消費するエネルギー
を最小化することで ZEBを実現します。」

つながるヴォイドと包み込むマス

有機的にかみ合う２つの図書館機能

エンベロープとボリューム

環境ダイアグラム

動から静へつながる一体空間

積層した建築とし、１階に新しいタイプの図書館機能、2
階から 6階を従来の図書館機能とします。それらが明確に
区分されながらも、空間的
には、凹凸のある噛み合わ
せによって一体的な連続性
を作り出します。
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（様式 10）実施方針書【コスト管理方針】
参加者番号

０ １ ３

太陽エネルギーを熱
エネルギーに変換し
て放射空調を行う

太陽エネルギーを
電気エネルギーに
変換して対流空調
を行う

高効率空調機
を採用

設備のメンテナンス
スペース

蓄熱体からの放射により年
間を通して安定した熱環境

冷やされた PC躯体
からの吸熱による冷
房負荷の削減
一年中変化する外部環境

暖められた PC躯体か
らの放熱による暖房
負荷の低減

適切な換気経路を確保
冬季は上部に溜まった
暖気を回収して空調負
荷を低減

内部の熱環境を一
定に保つための媒
介となる空間

パネルを活用した安定的な北側採光
太陽光パネル＋太陽熱パネルと
採光システムを一体化したデザイン

年間を通して安定
した光環境

反射光により、落ち着いた
光を取り入れる

４ ５ ６ ６７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３
令和４年 令和５年 令和６年 令和７年 令和８年 令和９年

月
年

基本設計

コスト管理

検討項目

各フェーズの
検討項目

基本設計１（４ヶ月） 基本設計２（４ヶ月）

発注準備

積算VE検討 まとめ コスト調整

実施設計 実施設計２（４ヶ月）実施設計１（６ヶ月）

計画通知・条例 計画通知審査計画通知申請書作成事前協議・各種条例申請

工事

詳細検討基本図作成
（意匠・構造・設備）

仕様比較
各室検討

条件整理
現地調査

配置比較・階数比較
ブロックプラン

中間概算
BIM数量⤴ ▲CR(ｺｽﾄﾚﾋ ｭ゙ｰ）▲CR BIM数量⤴ ▲CR ▲CR ▲CR ▲CR

予算分析 VE検討 VE検討概算 調整

調整

４ ５ ７ ８ ９
フェーズ１ フェーズ２ フェーズ３ フェーズ４フェーズ フェーズ５

フェーズ１　基本設計１・中間概算
意匠：ブロックプラン検討
　　　外皮デザインの比較検討
構造：S、PCaPC等の構造形式比較検討
　　　杭工法の比較検討
設備：空調方式の比較検討
　　　環境メニューの費用対効果

フェーズ２　基本設計２・概算
意匠：外皮デザインの絞り込み
　　　平面の決定
構造：構造形式決定
設備：空調方式の決定
　　　自然エネルギー利用の決定

フェーズ４　実施設計２・積算
・積算資料の作成
・数量算出
・金額算出
・メーカー見積り
・建設物価の変動に合わせた掛率設定

フェーズ５　工事監理・コスト管理
・VECD案の確認
・建設物価の変動による
　コスト増減管理

フェーズ３　実施設計１・コスト調整
・意匠　外皮デザインの決定
　　　　各メーカーヒアリングによる詳細設計の決定
・構造　詳細設計による調整
・設備　詳細設計による調整

エンベロープ

コスト管理 コスト管理

マス

<エンベロープ -スキン->

<エンベロープ -鉄骨フレーム->

<マス-PCフレーム->

<免震>

マス

柱・梁・ブレース：H-200×200

柱・梁：プレキャストコンクリート造
　　　□-800×800

屋根：PC板

家具

鉄骨フレーム

マス-PCフレーム-

免震

家具には県産材を積極的に活
用し、地域のシンボルとしての
図書館を目指します。

鉄骨で外壁を支え、建物全体の
耐震性を確保します。木製パネ
ルによって耐震性を確保するこ
とも検討します。

外壁
外装材は耐久性や施工性がよ
く、意匠的にも様々な表現が可
能なセラミック打込PC板としま
す。また、外部パネルと内部パ
ネルの二重のダブルスキンと
することで、環境性能の向上に
寄与します。

設備
機械、電気設備をエンベロープ
に集約することで、内部空間の
自由度を最大限高め、将来の設
備増設や機器更新なども容易
に行うことができます。

プレキャストコンクリート製の
躯体とし、耐久性と熱容量を同
時に確保します。

免震構造を採用する事で、耐震
安全性を確保し、地震時の本の
落下を抑え、図書館の持続性に
貢献します。免震構造を導入した
場合でも、上部の耐震構造部材
の削減により、コストは同等の見
込みですが、今後厳密なコストシ
ミュレーションを行います。

基礎免震：積層ゴム1000φ
梁：□-1000×1200

免震装置1000φ
基礎梁1000×1200

杭頭補強筋D25

PHC杭1000φ

PHC杭：1000φ

マス

ヴォイド

床：PC板

床：PC板

開口部：Low-E複層ガラス

外壁：セラミック打込PC板

鉄骨フレーム：H-200×200

内部パネル
外部パネル

0 100[％]10 20 30 40 50 60 70 80 90
一次エネルギー消費内訳（基準値）

給湯照明換気空調

0 100[％]10 20 30 40 50 60 70 80 90
用途別一次エネルギー消費内訳

保存エリア従来の図書館 新しいタイプ
の図書館 管理・共有エリア

0 100[％]10 20 30 40 50 60 70 80 90
一次エネルギー消費内訳（設計値）

ZEB Ready 50%以上削減します

換気は、各種センサーを活用しながらエンベロープを利
用して重力換気を行います。夏季はエンベロープにより
天井面からの放射熱を防ぐことで温熱環境を改善します。
また、ピットを利用した夜間のナイトパージの導入も考
慮します。冬季はヴォイド上部に溜まった暖気を回収し
て暖房負荷を低減します。粉塵や感染症対策として滅菌
装置等を実装した空気清浄システムの導入を検討します。

1階の新しい図書館ゾーンは、竪穴区画
及びスプリンクラーを設けることにより、
木質の内装材や書棚を設けることを可能
とします。貴重書庫はガス消火設備とし、
それ以外は適切な防火区画によって安全
性を確保して消火栓、消火器による初期
消火を基本とします。

初期段階において、エンベロープとマスに分けてコ
スト管理を行います。マスは通常のPC躯体を想定し、

基本・実施設計を４つのフェーズに分け、設計とコストを合わせて管
理します。基本設計段階で必要なコストの大半が決定されるため、基
本設計期間を長く設定し、大きな手戻りがないように意匠・構造・設
備で多角的な検討を行います。また、コスト管理チームと設計チーム
を別に編成し、併走しながら管理を行います。設計各段階では、ライ
フサイクルコストの視点に立ち、常にイニシャル・ランニングの２つ
のコストについて試算を行い、運営側と協議しながら進めていきます。

基本設計段階から BIMによる設計を行い、BIMを基
にした数量算出でスムーズで精度の高い概算が可能
です。実施設計でも BIMを活用しながら３Dモデル
での空間確認を行い、迅速な干渉チェック、納まり
確認で、積算項目・数量に抜けがないようにします。

初期段階のコスト管理４つのフェーズに分けた設計とコスト管理

BIM による精度の高い成果
予備費を見込んだ予算構成

エンベロープによる快適な環境の確保

防災設備計画

エンベロープ・PC フレーム・免震による構成
光環境 ZEB Ready の実現

温熱環境

空気環境

温熱環境は、エンベロープにより十分な断熱を施したう
えで、大きな熱容量を持つマスの床面に太陽光と太陽熱
を最大限活用した放射空調を実装します。冬季は太陽熱
を効率よく利用して熱を作り、夏季は太陽熱と吸着式冷
凍機を用いて冷熱を作ります。これらの熱を利用して、
マス内部の温熱環境を整えるとともに、巨大なヴォイド
を快適な温度域に近づけることで、最小限のエネルギー
によって人間の活動領域全体を空調することが可能とな
り、省エネルギーに大きく貢献します。

エンベロープは設備のメンテナンススペースとしても機能
します。また、厚みがあることで，本の維持管理に問題の
ある直達光を遮りつつ、反射光を利用した間接光を取り入
れ、200 ～ 300lx 程度の安定した光環境を実現することで
エネルギーを削減します。一般開架や閲覧テーブルはタス
クアンビエント照明とし，小さなエネルギーで落ち着いた
環境を実現します。

本建築の用途別一次エネルギー消費の内訳
は下図のように予想され、用途によらず建
築全体で空調・換気と照明のエネルギーを
削減することが肝となります。建築固有の
エネルギー特性を充分に把握することで、
イニシャル・ランニングコストを抑えつつ、
静岡の省エネルギー建築を先導する ZEB
化公共建築の実現を目指します。

業務開始時に仕様書を基に予算分析を行い、コスト配分表を作成します。各設計フェーズごとに
コスト管理表を作成し、コスト配分表との比較を行い、予算超過や各分野間、各項目間のコスト
配分バランスを確認します。各フェーズで不確定要素を考慮した予備費を必ず全体コストに見込
んだ計画とし、設計の精度が高まるにつれて予備費の比率を減らすことで、社会情勢の変化によ
るコスト増についても予備費によって対応できるようにします。また、新たな技術開発が必要な
場合、そのコスト評価なども予備費によって調整します。

外壁を除いたコストを算出することができます。免
震構造の可否、メリットについても評価していきま
す。エンベロープはシステム化した構成単位を想定
し、そのコストを初期段階から厳密に想定すること
で、初期段階からエンベロープ全体のコストをある
程度正確に把握することができます。

●条件整理

基本設計１ 基本設計２ 実施設計１ 実施設計２

●配置・階数比較

●各種仕様比較検討

コスト重点管理

●平面プラン

●詳細検討

●積算

コ
ス
ト
縮
減
効
果

0 1 3 . シ ー ラ カ ン ス ケ イ ア ン ド エ イ チ 株 式 会 社
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（様式８）技術提案書（表紙） 参 加 者 番 号  0 1 4

本棚が集まって花になったかたち東静岡駅エリアを面としてつなぐデザイン 本を開くと異なる世界があるように、
多様な居場所のある図書館多様な価値観を体現する、多声的で柔らかな建築

エリア全体を一体に捉え「陸の玄関口」としての佇まいへ

”ふじのくに”ならではの学びと発信の場へ

1.

2.

3.

多様な世界と出会う図書館

→

本ごとに全く異なる
世界があるように

多様な世界が集まった、
多性的な図書館です

→

本ごとに全く異なる
世界があるように

多様な世界が集まった、
多性的な図書館です

富士山を借景に、グランシップとの水平的な街並みの連続性をつくる

「陸の玄関口」に相応しい連続立面を意識し、グランシップの
中層部と本計画の高さを合わせるとともに、落ち着いた色彩計画に。
駅ロータリー出口交差点に向かって多目的ホールを設置し、建具
を開け放つことで街角に賑わいが溢れる計画。
市道東静岡中央線に沿って、オープンなスタジオや活動を伝える
ウィンドウを設置。グランシップ 1階ウィンドウと連続し、
歩いて楽しい界隈を創出。
古代東海道はグランシップ側意匠と連動し、古代の道の連続性を
感じさせるオープンスペースに。
ペデストリアンデッキは富士山への眺望と魅力的な家具で居場所
のある道に。地上では緑地広場と連動し、マルシェ等が行われる
賑わいの半屋外スペースに。

設計にあたって大切にすること 東静岡駅周辺地区における本計画の位置付け 建築コンセプト 県民の誇りとなる外観デザイン

湾曲する本棚が集まってできた、花のように柔らかいかたちの外観と
する。外装には本を連想させる、静岡の土を使ったタイルを打ち込んだ
GRCパネルを用い、温かさと同時に教育文化の拠点にふさわしい
風格ある佇まいをつくる。

スリット開口から光が
差し込み、風景が見える

地域の土から釉薬を
つくったタイルの例

静岡の土をつかった釉薬の
タイルを埋め込んだGRCこれからの図書館は、ちがいを認め、大切にする場であり、

全ての人々のあり様が讃えられる空間であるべきだと考え
ます。人々の多様な過ごし方を可能にしつつ、同じ空間に
ともにいることの素晴らしさが感じられる、多声的で
柔らかな建築を目指します。

街の骨格や周辺環境を読み解き、賑わいと気品の感じられる
「陸の玄関口」を目指します。   富士山や古代東海道等の
歴史的風景、駅やグランシップ等の周辺施設、既存道や
緑地広場との関係を大切に、本計画を通してエリア全体を
再定義する計画を目指します。

・

・

・

・

・

それぞれの本の中に異なる世界がある
ように、スケールや雰囲気の異なる
多様な居場所が集まった図書館をつくる。

本ごとに全く異なる
世界があるように

多様な世界が集まった、
多声的な図書館です

本棚が集まって
花のかたちになる

低層部は活動が街へ溢れていくデザインに。高層部は富士山への眺望や有度山、谷津山を背景に、遠方の風景と応答する。隣接するグランシップ中層部と高さを合わせ、水平的な街並みの連続性が生まれる。

外壁に打ち込んだガラスから柔らかな光がもれる

葵文庫として始まった歴史や、豊富な郷土資料、子ども
図書研究室といった現図書館の財産を新しい建築空間と
結びつけ、ここにしかない個性的で居心地の良い場へと
昇華させます。“ふじのくに” ならではの、学びと発信の
場を目指します。

▲

▲

▲

▲

搬入口

主入口

多目的
ホールスタジオ

カフェ
・ラウンジ

駐車場550台分
（うち車いす用8台）

駐輪
288台

ロータリー

東静岡駅

芝生広場

駐車場出口

駐車場入口

上部ペデストリアンデッキ
グランシップ広場

交差点

グラン
シップ

入口

原付123台分
古代東海道広場

建具を開け放つことで交差点に活動があふれ出る
1Fウィンドウと連動

市道東静岡中央線沿いにオープンなスタジオとウィンドウ

市道東静岡中央線

芝生広場とも連動したマルシェ
等が行われる賑わいスペース

古代東海道の連続性を示す

0 1 4 . 一 級 建 築 士 事 務 所 　 大 西 麻 貴 ＋ 百 田 有 希 / o + h
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（様式９）技術提案書（１次） 参 加 者 番 号  0 1 4

グランシップ側と意匠を
連動させ古代東海道の
つながりを感じる

一般車
入口 原付

出入口

搬出入車
公用車
出入口

緑地広場と多目的ラボ（スポーツ）
がつながる

スムーズな搬入動線

活動を展示するウィンドウ ラボの様子が
通りから見える

交差点に活動があふれる

中央のオープンコラボレーション
スペースとつながるテーマ配架

カフェ・ラウンジと緑地広場がつながる

屋根下のオープンスペースで
マルシェ

ラボ
(ICT) ラボ(多B)

音B

ラボ
(多D)

ラボ
(多C)

ラボ
(ものつくり)

事務室
(民間)

駐輪場
(自転車288台)

古代東海道広場

ペデストリアン
デッキ下
ステージ

駐車場
(550台)

ロータリー

JR東静岡駅

東静岡南口環状線

搬入口

駐輪場(原付123台)

市道東静岡中央線

車庫公用車用
（3台)

搬送作業スペース

大学
コンソ

カフェ
ラウンジ

ラボ
(多A)

オープンコラボレーションスペース
受付

セミナー
1

セミナー
3,4

セミナー
２

風除室

情報発信
コーナー

テーマ別配架
〈凡例〉

多目的
ホール

ホワイエ
WC・倉庫

ラボ
(キッチン)

▲
メイン

エントランス

△

EV

EV

緑地広場

古代東海道を感じさせる道

点在する壁柱が原っぱのような場を作る（1,2階）

本棚を集めた外観が、新幹線の人々に図書館の存在をはっきりと示す

多様な世界が屏風状に連なる空間（3-7階）

動から静へと移行する層構成

S=1:2000

S=1:1500S=1:1500

4F

児童室子ども図書
研究室

子ども図書
研究室

子ども図書
研究室

カウンター

特集
展示

新着図書
コーナー

児童用
WC

授乳
室

読み聞かせの
部屋

児童室とゾーン分けしつつも
中の様子が感じられる
子ども図書研究室

オープンコラボレーションスペースと
吹抜を介してつながる児童室

やわらかい光につつまれた
読み聞かせの部屋

EV

EV

一般閲覧スペース

地域資料
スペース

閲覧
スペース

閲覧
スペース

貴重書
展示
コーナー

県史編纂
閲覧コーナー

メイン
エントランス

▼

ペデストリアンデッキ

事務
諸室

事務室

貴重
書庫

保存
処理室　

風除室

カウンター

倉庫

職員用
　　　会議室

会議
室

低層階と象徴的な
階段でつながる

富士見テラス

富士山への
眺望

富士見テラスと
隣接する
地域資料
スペース貴重書庫との

連携に配慮

見通しの
よいカウンター

EV

EV

EV

2F1F

3F

MR

MR
閉架書庫 屋上テラス

MR MR

閉架書庫
閲覧
スペース

閲覧
スペース

EV

EV

EV

緑あふれるテラス 富士山への眺望

富士山を背景に
イベントのできるテラステラスに隣接した閲覧スペース

EV

閲覧
スペース

閲覧
スペース

閲覧
スペース

閉架書庫

閉架
書庫

吹抜

EV

EV

開口を介して吹抜けとつながる

閉架書庫

吹抜

EV

EV
EV

閲覧
スペース

学習室 学習室公開書庫

公開
書庫

公開
書庫

公開
書庫 公開書庫

公開書庫

大きな吹き抜けからも様子が
見えるブリッジ上の公開書庫

ブリッジ上の閲覧スペース

閲覧スペースと大きな吹き抜けの
双方を見ながらのぼる階段

EV

サイレント
スペース

吹抜

EV

閲覧
スペース

閲覧
スペース

閲覧
スペース

閉架書庫

閉架
書庫

閉架書庫

EV

内外が水平につながり、周囲に賑わいが溢れ出す低層部と、異なる世界が集合した、個性あふれる高層部が多様な居場所を生み出す

5F

6F

RF

オープンコラボレーションスペース

まち まち
壁柱

VIEW VIEW

静

動

異なる世界が展開し、
多様な居場所のある空間

富士山への眺望

内と外が交互につながる
流動的でオープンな空間

３～７階
県民の知の

インフラとして
の図書館

１,２階
新しいタイプ
の図書館

多様な世界を
めぐる経路

21世紀の知の発信拠点となる図書館計画

層毎の構成について

配置図県平面図

新幹線からの視線を意識した景観形成

1、2階は、オープンコラボレー
ションスペースを中心に、
点在する壁柱が内外をつなぎ、
原っぱのように自由な空間と
なる。

3 階以上は「県民の知のイン
フラとしての図書館」として、
風景と応答した落ち着いた場
でありつつ、屏風状に連なる
壁が性格の異なる個性的な世界を
生み出す。

放射状の壁が多様な居場所を作る 3階内外が水平に広がる 1,2 階

大きな吹抜を
見下ろす閲覧スペース

多目的ホールから
交差点に活動があふれる

0 1 4 . 一級建築士事務所　大西麻貴＋百田有希 /o + h
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※自重を抑えることで免震を採用しなくても
合理的に成立する計画とします。

RC造× RC造
①

②

③

自
重
大

自
重
小

鉄骨造 ○ 鉄骨造

→
→

→

水平換気

平面

平面

断面

断面

重力換気 剛性の高いブレース構造

タイル +GRCガラス

外皮率が大きい
→高断熱とする
外皮率が小さい
→大きな開口部
　を設けても
　影響が小さい

鉄骨小梁=直線材

鉄骨梁 =直線材

鉄骨柱

コンクリートスラブ：
先端R形状跳ね出し

＝同面積
＝約 5000m2

同面積
＝約 5000m2

外周 :293m 外周 :284m
※整形な建物よりも約 3％小さい

22%

上層階
外壁ライン
1階
外壁ライン11％縮小

78%
上層部

土間コンクリート
独立基礎

吹抜け
高層ボリューム

r=40m

→

→ →

→→→

→

→

太陽光パネル
灌水システム

小梁 外壁用ブレース

H鋼多角梁
H鋼梁＋柱

ハの字状に配置されたブレース

21 世紀の知の発信拠点となる図書館計画／ 3～ 7階

多様な価値観を体現する、多声的で柔らかな建築

（様式10）実施方針書【コスト管理方針】 参 加 者 番 号  0 1 4

舗装 -〇〇億
植栽 -〇〇億

1: 基本設計着手時

総工事費からの割付
目標の設定 規模の確認 仕様の確認

坪単価X面積 数量X単価

各面積

総工費

Ｘ

・・・ ・・

＝

仮設 -〇〇億
躯体 -〇〇億
外装 -〇〇億
内装 -〇〇億
建具 -〇〇億
電気 -〇〇億
機械 -〇〇億
衛生 -〇〇億

坪単価A居室階高大
坪単価B居室通常
坪単価C倉庫等（非空調）
坪単価D半屋外
坪単価 Eバルコニー

躯体：鉄骨量ｘton 単価
　　　RC量ｘ立米単価
建具：ガラス面積ｘ平米単価
外装：ＧＲＣ面積ｘ平米単価
内装：木仕上面積ｘ平米単価
　　　タイル面積ｘ平米単価

建築

設備

外構

2: 規模検討時 (施工床 ) 3: 基本設計終了時

※各段階で目標金額内に納まって
いるのかの検証を行う。オーバー
している場合は、床面積の調整や
仕様の見直し・数量調整を行う。

検証

検証

坪

▽7F

▽最高高さ

5m
4m31
m

4m
4m

4.
4m

5m
4.
6m

▽6F

▽5F

▽4F

▽3F

▽2F

▽1F

▽7F

6.
5m

5.
5m

5m

▽5.5F

▽4F

▽3F

Scale=1/800

屋外機置場屋外機置場

閲覧スペース閲覧スペース

閲覧スペース閲覧スペース

地域資料スペース地域資料スペース

閉架書庫閉架書庫

閉架書庫閉架書庫

閉架書庫閉架書庫

公開書庫公開書庫

事務室事務室

倉庫倉庫 機械室機械室

子ども図書研究子ども図書研究

事務室（民間）事務室（民間） 多目的ホール多目的ホール

屋上テラス屋上テラス

一般閲覧スペース一般閲覧スペース

オープンコラボレーションスペースオープンコラボレーションスペース

児童室児童室

太陽光発電機太陽光発電機 景観に配慮し
太陽光パネルを設置
景観に配慮し
太陽光パネルを設置

閲覧スペースは十分な
天井高さを確保
閲覧スペースは十分な
天井高さを確保

地下を積層部に限定する地下を積層部に限定する 吹抜床部は土間とし
コストを削減
吹抜床部は土間とし
コストを削減

まちかどに面した
多目的ホール
まちかどに面した
多目的ホール

明快な管理動線明快な管理動線

高断熱仕様の外壁高断熱仕様の外壁 ハイサイドライトから
安定した光を取り込む
ハイサイドライトから
安定した光を取り込む

富士山を眺めながら
本が読める屋上テラス
富士山を眺めながら
本が読める屋上テラス

カーペット仕上げカーペット仕上げ

県産ヒノキ板貼県産ヒノキ板貼

タイル＋GRCタイル＋GRC 吹抜部は床吹出+床輻射の冷暖房居住域空調とし、
省エネと快適性を両立させます
吹抜部は床吹出+床輻射の冷暖房居住域空調とし、
省エネと快適性を両立させます

開口ごしに吹抜を
見おろす読書スペース
開口ごしに吹抜を
見おろす読書スペース

吹抜を見おろしながら
上階へとのぼる階段
吹抜を見おろしながら
上階へとのぼる階段

ステンドグラスを介して
美しい光が差し込む
ステンドグラスを介して
美しい光が差し込む県産ヒノキ材を使った壁県産ヒノキ材を使った壁

本が並ぶ様子が垣間見られる本が並ぶ様子が垣間見られる 様々な場所がある大きな閲覧スペース様々な場所がある大きな閲覧スペース

上下階が吹抜を介してつながる上下階が吹抜を介してつながる 富士山の額縁となる青いタイル壁富士山の額縁となる青いタイル壁 多目的に使える階段状の広場多目的に使える階段状の広場

閲覧室同士を
ブリッジでつなぐ
閲覧室同士を
ブリッジでつなぐ

富士山への眺望富士山への眺望

外皮率の低いコンパクトな建物の特性を徹底的に活かし、快適で居心地の良い空間を経済的に実現します。

鉄骨ブレース構造とし、
放射状にバランスよく配置
されたハの字ブレースで
水平力を負担する。
上層階では外周の壁部にも
ブレースを配置することで
剛性が高くねじれの少ない
構造とする。

初期段階でのコスト管理が重要だと考えます。大規模建築の
実績が豊富な積算事務所と基本設計段階から協働しながら
下記のような検証を行います。
１：着手時に参考事例などから総工費の割付を行い各工事
　　項目の目標金額を把握。
２：各エリアを坪単価別に分け、施工床での面積管理を行う。
３：主だった仕様の単価・数量を把握し、「１」で設定した　
　　各工事が目標金額内に納まっているのか、「2」で設定
　　した坪単価に乖離がないか検証を行う。
建物面積の調整→仕様の調整と順を追って確認することで
予算超過を防ぎます。

図書館は積載荷重が大きいため、
鉄骨造として自重を軽くすることで
基礎・杭への過度な負担を低減し
コストを抑える。

メインの鉄骨フレームは直線材で
構成し、端部のＲ形状は跳ね出し
スラブでつくることでコストを
抑える。

積層数が多いボリュームを
外周に配置することで、
中央部の床は土間とし基礎を
簡略化する。

1: 外皮率の小さい平面形状

楕円に近い雲形形状は、床面積あたり
の外皮率が小さいため、コスト削減、
外気負荷の低減になる。

２: ガラス面積を大幅に縮小

開口率 =22.3%
壁部：5746m2　開口部：1652m2
本が多く置かれる 2階から上の
階は、外壁の開口率を抑える。

3: 小さなフットプリント

1 階をセットバックしてつくる
ことで接地面積を小さくし基礎
工事を抑える。

1: 外気負荷の抑制で空調費を削減

小さい外皮率・開口部率により、空
調負荷を抑制し、イニシャル・
ランニングコストの両方を削減
する。

２: 自然換気

どの方向からの風も取り入れやす
い形状を活かし、中間期には自然
換気を積極的に行う。

3: 内外装のメンテナンス　

対候性に優れた外装素材とし、
大規模修繕のコストを抑制する。
高剛性のブレース構造により地
震時の仕上材の被害を抑制する。

1: 鉄骨造による建物自重の削減 ２:直線部材化によるコスト削減 3: 基礎の集約・簡略化

鉄骨造の採用により、内外壁
が乾式工法となり工期を短縮
できる。また、乾式工法に
より、更新性が高い。

4: 明快な仮設計画

大きな吹抜にタワークレーンを
配置することで、躯体仕上工事
への影響を最小限に抑える。

4: 雨水・太陽光の利用

屋上に太陽光パネルを設置
し、緑化への散水に雨水灌水
装置を利用することで環境に
配慮した計画とする。

4: 乾式工法による工期短縮

各工事金額の大枠を掴みつつ、積み上げ式積算で精度を高めるコスト管理

場所毎に適した空調方式を採用し、省エネで快適な環境を実現。
・緩やかにつながる一般閲覧スペースは、空冷ヒートポンプチラー
  を熱源とした床輻射冷暖房とし、居住域空調とする計画。
・安定した温湿度環境が必要な閉架書架などは、高気密・高断熱仕様と
  した上で、必要最低限の空調運転を行う。その熱源の一部には
  コージェネレーションシステムを採用し、通年必要な温水を確保可能。
・個別の閲覧スペースや事務室、多目的ホールなどは、個別空調方式で、
  利用時間に応じて個別運転が可能。

環境に優しい、安全で快適な設備計画軽く堅固な構造計画
構造および環境、設備計画の考え方

コスト管理の体制およびスケジュール 設計業務時におけるコスト管理の方針

建物形状によるコスト削減

構造計画によるコスト削減

ランニングコストの削減

0 1 4 . 一級建築士事務所　大西麻貴＋百田有希 /o + h

第 4章　参加者の技術提案書
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0 1 6 . 御手洗龍建築設計事務所・松田平田設計設計共同体

第 4章　参加者の技術提案書

明るい庭と上下階をつなぐ外の吹き抜けが同時に⽣まれる積層のかたち ウェブがつくる環境のグラデーション 地続きの構成が表れた、北東の駅側より⾒た外観イメージ富⼠⼭から続く⼤地が古代東海道を経て、それがさらに建築として⽴ち上がっていく

ウェブ

ウェブ

外の吹き抜け

フレーム

庭（⾃然）静

動

全体の40％ほどが屋外及び半屋外空間となっており、そこに⼟と
緑を纏った⼩さな⾃然が織り込まれています。こうして⽣まれた
14の庭には静岡由来のケヤキやタブノキ、ブナ、シラビソなどの
⾼⽊から、シラタマホシクサやアシタカツツジなどの⾊鮮やかな
草花に⾄るまで様々な植物が植えられます。富⼠⼭から続く地続
きの⼤地として、場所や気候に反応しながら⼩さな⽣態系をつく
るように庭は変化し続け、ここに豊かな場が作られていきます。

正⽅形平⾯の１つの⾓を基点として、左右に⾓度を振りながら床を積
層させていきます。すると⽚側は空に抜けた庭となり、もう⽚側は⼤
きな軒となって上下階をつなぐ外の吹き抜けをつくり出します。⼆種
類の外部を纏いながら、内外が連動する空間が⽴ち上がることで、⾃
然なかたちでつながりと棲み分けが起こります。こうして新県⽴図書
館での「動から静」の活動を受け⽌める、多様な場が⽣まれていきます。

床をずらす基点となる位置に「ウェブ」を設けます。「ウェブ」は
上下階のスラブ同⼠をつなぎ、固定する耐⼒壁としての役割を担う
だけでなく、⼤きな⽊々を受け⽌めるための巨⼤なポットとしても
機能しています。また室内側
は床と壁と天井が連続してつ
ながる曲⾯形状をしており、
空間をやわらかく包み込みま
す。「ウェブ」に近づいてい
くと、徐々に静かな場所と
なっていたり、徐々に暖かく
なってきたり、徐々に暗く落
ち着いた場所となっていたり
と、環境のグラデーションを
つくる働きもしています。

多様な環境に⾝体感覚を重ねながら⾃由に⾃分の場所を選び取っていくこと。それが図書空間としての
豊かさであり、開かれた公共の新しい在り⽅の⼀つと考えています。そこで⼟と緑を纏った⼩さな⾃然を、
空間に織り込みながら⽴ち上げていくことで、内外⼀体となった多様な環境を築いていきます。

変化する「環境」そのものを⽴ち上げる
−ウェブとフレームがつくり出す動的で濃淡のある建築−

１４の庭と共に織り込まれる地続きの建築 ⼆種類の外部空間と連動する多様な場 「ウェブ」がつくり出す環境のグラデーション

参加者番号

0 1 6
（様式 8）技術提案書（表紙）
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公開書庫 WC

カウンター
事務室

館長
特別

ボランティア

給湯

休憩
印刷 サーバー

会議

ティーンズ

フレーム

貴重書
展示
地域資料

カウンター

県史編纂

一般

サイレント

サイレント

サイレントWC

WC

授乳室

子供図書
児童室

カウンター
床座
コーナー

読み
聞かせ

倉庫

WC

個室

ウェブ

公開書庫
閉架書庫

閉架書庫

屋上テラス

貴重・
保存 閉架書庫

学習室

展望ラウンジ

WC

搬
入

古代東海道

築山広場

駐輪60台 原付125台

地下駐輪228台
公用車3台

ホール

協力車
作業室 オープンコラボ

カフェ 大学受付
総合
受付

情報発信

テーマ別
配架

テーマ別
配架

ラボC
ラボD

ラウンジ

セミナー

セミナー
2，3

ラボ
スポーツ

ラボ
キッチン

ラボ
もの
づくり

民間
事務室

WC

倉庫

ラボ
B
セミナー
４

ラボ
ICT

ラボ
音楽

サイレント

ユニバーサル

新刊
予約

特
集

富士山を見るペデストリアンデッキ

新聞
WC

カウンター

個室

個室

健康・医療

池⽥東静岡公園 ⾕津⼭

⽇本平
新図書館

1F

2F

4F

5F

6F

7F 9F

8F

10F

3F

東静岡駅北⼝公園

グランシップ広場

ケヤキ並⽊

古代東海道の緑道 緑を纏った新図書館

新図書館と町がつながる仕組み
建物内外を巡りたくなる回遊式⽴体構成

静岡固有の樹種を設えた
建築が⾥⼭の環境を持つ
ことで、⾕津⼭と⽇本平
を結ぶ⿃と昆⾍の⽣態系
の結節点となる。

14 の 庭 は 本 や 資
料を介した活き活
きとした体験学習
の場となり、⼦供
から⾼齢者までの
様々な活動を後押
ししていきます。

ペデストリアンデッキからの景観

庭と共に１フロアに広がる充実した⼦どもエリア

キッチンスタジオと連動した菜園

建物の中⼼に位置する
オープンコラボレーションスペース

健康医療本と繋がるヨガの庭

宇宙図鑑を⾒ながら夜の天体観測

⽊々や草花と共に⿃や⾍に触れられる学びの庭

３階図書館エントランス近くから吹き抜け越しに奥を眺める

築⼭広場とつながる多⽬的ホール ヨガや天体観測などを楽める交流と学びの庭 ３階の図書館と⼤きな吹き抜けでつながるオープンコラボレーションスペース

「ウェブ」に包まれた閲覧スペースと司書との出会いを⽣む「フレーム」

利⽤者と司書の接点をつくる

デジタルライブラリーネットワーク

構造体

映像 PJ

特集図書

司書

デバイス

静岡県は全国でも屈指の降⽔量と⽇照時間があり、年間を通して⽐較的南寄りの⾵が多い気候特性を持っています。この
⾃然の恵みを最⼤限に活かし、光・⾵・⽔の循環による環境性能の⾼い快適な図書館を実現します。⽊漏れ⽇、⽔の⾳、
⾵のそよぎ、⼟の匂いといった様々な刺激に溢れるリフレッシュ空間が、知的活動のパフォーマンスを向上させます。ま
たウェブやフレームに輻射パネルを設置し、気流のない冷暖房を併⽤することで、穏やかな環境のムラを作り出します。
それが、使い⽅や気分に合わせて場所を選ぶという利⽤者の能動性を喚起し、出会いと交流を促していきます。計画地は、駅から延びるペデストリアンデッキの起点であり、南

北に渡る「⽂化とスポーツの殿堂」を形成するネットワークの結
節点となる場所です。セミナーのようなフォーマルなイベントか
ら、本を持ち歩いて庭で寛ぐ⼈々の⽇常の様⼦まで、様々な活動
や交流が地上部やペデストリアンデッキへ表出するよう、⼩さな
広場を沢⼭纏った外観とします。こうして⽣まれる活き活きとし
た⾵景や⼈々のエネルギーが町全体へ広がる建築を⽬指します。

40m ⾓の平⾯の中には H 型鋼でできた巨⼤な構造「フレーム」が配
置されています。上下のスラブを固定して構造的なねじれを抑えつ
つ、「ウェブ」と共に耐⼒壁としての役割を担います。こうしてでき
た「フレーム」は巨⼤な家具のような振る舞いを⾒せ、お勧めの本

社会との新たな関わりの中で、情報の起点となる新しい時代の図書
館を⽬指します。実空間としての図書館と共に、バーチャル空間と
してのデジタルライブラリーを構築し、利⽤者と司書が協働して情
報の創出、整理、アーカイブ、発信を⾏っていきます。デジタルラ

デジタルライブラリーで検索すると、蔵
書や電⼦書籍、図書館に関わる活動は勿
論のこと、地域における⽂化やスポーツ
に関する情報も双⽅向にリンクされてい
きます。グランシップでの舞台やサッカー
のイベントなどが、様々な本にタグ付け
られ、検索というネットワークによって
町全体が図書館へと変わっていきます。

南側前⾯道路にはグランシップから続くケヤキが植えられていま
す。今後⼤きく成⻑すると並⽊通りとして重要な景観となるため、
そのポテンシャルを活かした計画とします。ケヤキを中⼼に様々
な緑を⽴体化した外⽪層を形成することで、周囲に分散する緑の
ネットワークを強化し、その結び⽬となる町のシンボルを築いて
いきます。さらに⾕津⼭と⽇本平の間を中継する貴重な緑地とし
て、⿃や⾍にとっての⽣態系の結節点も担っていきます。

「ウェブ」と「フレーム」と「庭」が
⼀体となって⽴ち上がる空間は、様々
な⽅向性とつながり、そして環境のム
ラを作り出し、⾝体感覚を刺激する「居
場所」に満ち溢れています。そこにフ
ロア同⼠をつなぐ緩やかに傾斜する床
や、連続する吹き抜け、空間をゆっく
りとかき混ぜる⼤きな廻り階段なども
加わり、動的な場が⽴ち上がっていき
ます。内外を巡る楽しさと共に⼈の能
動性を喚起し、新たな出会いと交流を
促していきます。

交流を促しながら利便性の⾼い階構成とします。
が並ぶ⼤きな本棚となったり、閲覧のた
めの⼤きなテーブルとなったり、展⽰発
信するためのデバイスとなったりしてい
ます。さらに各エリアでは専⾨司書のい
る相談カウンターとして機能し、利⽤者
と司書の距離を近づけるきっかけをつく
り出します。どこからでも⾒つかるこの

「フレーム」は建物内外の散策を促し、知
識を深める出会いを⽣み出していきます。

イブラリーには「フレーム」からもアク
セスでき、その場所や周辺の書籍とリン
クした情報が絶えず集積し、整理更新さ
れ続けています。こうして「フレーム」
が情報のコネクタとなって実空間とバー
チャル空間をつなげ、本の海とデジタル
の海の⾏き来を促していきます。

動的な場が能動性を喚起する

５階までで利⽤率の⾼い図書館基本機能を構成

地域特性を活かした光・⾵・⽔の循環が図書空間に豊かな環境のムラを作り出す

交流や活動が外に表れる⼩さな広場を纏った建築 「フレーム」が利⽤者と司書をつなぐコネクタとなる

「フレーム」がリアルとデジタルをつなぐコネクタとなる

情報のネットワークが町全体を図書館に変える

町に広がる緑のネットワークの結び⽬をつくる

１. 景観構成の⼀部となる計画地にふさわしい外観デザイン ２. 新県⽴中央図書館整備計画に基づく新しい図書館像

参加者番号

0 1 6
（様式 9）技術提案書（１次）

第 4章　参加者の技術提案書

0 1 6 . 御手洗龍建築設計事務所・松田平田設計設計共同体
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（様式 10）実施方針書【コスト管理方針】 

設計業務時におけるコスト管理体制及び方針  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基基本本設設計計

実実施施設設計計

積積算算

建建築築許許可可

計計画画通通知知

令令和和４４年年 令令和和５５年年

４４月月 ５５月月 ６６月月 ７７月月 ８８月月 ９９月月１１００月月 １１１１月月 １１２２月月 １１月月 ２２月月 ３３月月４４月月 ５５月月 ６６月月 ７７月月 ８８月月 ９９月月

消費エネルギー量チェック 1 
【規模+主な仕様から消費量計算】 
（工夫）先行する建築意匠設計を基
に外皮断熱性を推定し、過去実績の
環境系設備システムの効果を考慮
して消費エネルギーを算出します。 

消費エネルギー量チェック 2 
【床面積+外皮面積+仕様から計算】 
（工夫）進捗の設計モデルから、エ
ネルギー消費に関わる材、主要機器
の概略量を汲上げ（効果）チェック
１段階より確度高く算出します。 

消費エネルギー量チェック３ 
【実施設計から確度の高い算出】 
（工夫）実施設計モデルから、（効
果）資材、主要機器の数量等を引き
出し（効果）チェック２段階より確
度の高い算出を行います。 

イニシャル+ランニングコスト（消費エネルギー量等）の算出で 費用対効果の高い計画を遂行 

BIM＋工事費概算実績データーの組み合わせによる精度の高いコスト管理 

チェック１ 

歩掛計算 

チェック２ 

進捗範囲での 
数量×単価 計算 

チェック３ 

提案施設の想定する仕様概要（構造種別、外装仕様などコスト管理上、重点的に管理すべきと考える項目についての概要）  

BIMによる設計モデルとコストの一元管理と同時共有を図る体制 

概算工事費チェック１ 
【規模＋主な仕様から歩掛算出】 
（工夫）BIMモデル組立で共有する
建築情報から、工事費概算データー
への入力により、（効果）床面積と
断面、外皮情報から概算コストの算
出を行い、掛かる費用の全体観を把
握し易くします。 

概算工事費チェック２ 
【主フレーム＋主な仕様から算出】 
（工夫）BIMモデルの構造フレーム
（仮定断面等）情報や内外装仕上げ
情報から、工事費概算データーへの
入力により、（効果）建築コストの
精度をチェック１段階よりアップ
させた算出を行います。 

概算工事費チェック 3 
【フレーム＋仕様・系統から算出】 
（工夫）建築・構造・設備のBIMモ
デルから構造フレーム（仮定断面
等）情報や内外装仕上げ情報、設備
系統情報を汲み上げ、（効果）設計
数量等に基づいた精度の高い概算
工事費算出を行います。 

【管理技術者へのコスト情報集約】 
（工夫）管理技術者へコスト管理チ
ームよりコスト情報を集約させる
ことで、（効果）コストの一元化管理
を図り、各設計者への調整等の指示
連絡を速やかに行います。 

コスト管理状況の報告は、管理技術
者が行うことで、貴県への窓口を一
元化します。 

【BIM＋当 JV工事費概算データー】 
（工夫）設計担当者による共有シー
トへの出力情報から、工事費概算デ
ーターへの同時入力を図り、（効果）
適時にコスト情報の算出を行える
ようにします。 

【クラウドサーバーによる情報共有】 
（工夫）各デザイナー、各専門技術
者がクラウドサーバー内の設計モ
デルを共有することにより、（効果）
コスト管理者等が適時にコスト情
報の算出を行えるコスト管理の環
境を整えます。 

１． 意匠 

２． 構造 

３． 電気設備 

４． 機械設備 

共通シート 

3 躯    体
1 基礎躯体

ｺﾝｸﾘｰﾄ
型枠
鉄筋
その他

小計

2 地下躯体
ｺﾝｸﾘｰﾄ
型枠
鉄筋
鉄骨(SRC)
その他

小計

3 地上躯体
ｺﾝｸﾘｰﾄ
型枠
鉄筋
鉄骨
その他

JV構成企業の最新公共図書館実績に基づくコスト情報を併用し算出コストの妥当性を確認 
【当 JV最新実績の情報を併用】 
（工夫）BIMモデルを主力に活用し
た工事費概算等を組み立てながら、
当JVの最新図書館の実績に基づく
コスト情報を併用することで、（効
果）算出したコストの妥当性を確認
しながら進めます。 

【主要材料・機器の時点情報を収集】 
（工夫）製造メーカー等が参加する
協会等から、最新の材料単価・労務
コストの情報をヒアリングし、（効
果）価格変動の著しい建築資材等の
動向を踏まえたコスト算出を行い
ます。 

【生産量・加工量の懸念材料の調整】 
（工夫）例えば木材、県産材等で多
量の入手が必要な材料については、
静岡県木材協同組合連合会等の組
織へのヒアリングを行うことで、
（効果）年間・月間生産量を把握し
安定した木材調達を計画します。 

アトリエ＋組織設計事務所による独創性とコストコントロールを両立させる体制 

免震化を含む総合的な建築構造計画等により機能的で無駄のない建築としてコスト管理を遂行 

複数の ZEB設計実績がある当 JV 構成企業から 消費エネルギーコスト効果の高い提案を行う 
【ボイドスラブとコラムで 

スリム化を図る】 
（工夫）面剛性の高いボイドスラブ
と鋼管柱の組み合わせで、（効果）
効率的にスパンを飛ばしながら構
造のスリム化を図ります。 

【免震化で躯体費を抑えて管理】 
（工夫）図書館の基礎免震化を検討
し、地上部の構造部材のスリム化を
図ることで、（効果）躯体に掛かる
コストをトータルで管理します。 

【性能+施工性から基礎杭を選定】 
（工夫）計画地の支持層は深く地下
水位が浅いため、建物の杭について
は支持性能だけでなく施工性面も
検討し、（効果）性能とコストのバ
ランスを確認しながら管理します。 

【 構造素材を活かした内装検討】 
（工夫）可能な範囲で内壁・天井仕
上げは、建築構造の素材、かたちを
活かした空間を目指し、（効果）内
部仕上げ（二次部材）に掛かるコス
トをコントロールします。   

【土を活かす外壁・外装一体化検討】 
（工夫）土を混入した塗材或いは左
官仕上げ材、プレキャスト材を検討
し、（効果）デザインコンセプトを
活かしながら外装、外壁に掛かるコ
ストをコントロールします。 

【 構造素材を活かした外装検討】 
（工夫）表面積、外皮面積が大きい
特徴をもつ建築であるため、スラ
ブ、柱等の構造素材を活かした外装
を検討し、（効果）外部仕上げに掛
かるコストをコントロールします。 

※表内数値は仮の数値です。本計画を示すものではありません。 

進捗範囲での 
数量×単価 計算 

電気設備チーム 

組織設計 
計画設計 
チーム 構造設計チーム 

コスト管理チーム 

機械設備チーム 

BIM ﾏﾈｰｼﾞｬｰ 
配置 

コスト管理 
技術者配置 

アトリエ 
意匠設計 
チーム 

教育委員会 
新図書館整備室 

管理技術者 
情報提供 

意匠 
モデル情報 

構造 
モデル情報 

電気設備 
モデル情報 

機械設備 
モデル情報 

クラウドサーバー 

意匠 
モデル情報 

工事費概算データー シート事例 BIMモデル 

設計スケジュールに沿ったイニシャル＋ランニングコストチェックポイント 案 

断面イメージ 

免震（構造）層 

   
参加者番号 

0 1 6 

0 1 6 . 御手洗龍建築設計事務所・松田平田設計設計共同体

第 4章　参加者の技術提案書
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0 1 7 . 西沢立衛建築設計事務所 	

第 4章　参加者の技術提案書

「大きな道」

新県立中央図書館
=東西、南北の結節点

東海
道中部

横断
自動
車道

東名
高速
道路

日本平

三保の松原

テラス

「大きな道」

交流スペース

いろいろなまわりが見える

大階段

交流スペース

一般閲覧スペース

一般閲覧スペース

富士山

公開書庫

公開書庫

事務室

地域資料スペース

児童書関連スペース

東静岡中央線

大きな道

ペデストリアンデッキ

古代東海道

緑地広場

テラス

テラス

テラス

人の流れが渦となって建築になるそれらの居場所は各書架に近
い場所であり、静岡の街や富
士山を眺める富士見の場所で
もあります。また、各階をつ
なぐ「大きな道」沿いには、
多様な居場所が展開します。
「大きな道」沿いで人々がく
つろぎ、街の通りのような生
き生きとした風景が図書館全
体に生まれます。

1. 通りが建築となる 2.人々の活動が風景と
なる

3. 立体的な回遊性 4. 多様な居場所 5. 感覚的に利用できる
ユニバーサルデザイン

古代より東静岡は、通りを中心
に人やものが集まり、出会い、
交流し、発展してきました。歴
史を継承し、通りを建築としま
す。情報と情報、情報と人、人
と人が出会い、交流し、まち全
体を育てていく、交流拠点とし
ての図書館を提案します。

各階の外側にできたテラスは
人々の憩いの場所です。
人々の活動の様子そのものが
環境デザインとして現れ、通
りやまちの新しい風景となり
ます。

機能の規模と個性に応じた、
ゆるやかなかたちの平面を積
み重ねます。ずれた部分は吹
抜や道となり、一体的につな
がります。行き止まりがなく
「大きな道」で上までつなが
る構成により、建物の中を回
遊しながら、ひとつの物事へ
の理解を深めていきます。

丸い平面と四角い書架の関係
から、各書架のすぐ隣に居場
所が生まれます。

個性のある吹き抜けや「大き
な道」が人々を誘導します。
「大きな道」に沿って機能が
展開する、明快でわかりやす
い空間構造です。また、どこ
にいても富士山が見え、街が
見えます。富士山との関係で
つねに自分の位置を感覚的に
理解できるユニバーサルデザ
イン的空間です。

・日本平、三保の松原への陸の玄関口・通りを中心に発展してきた東静岡
富士のまち東静岡

古代は東海道中心
にまちができ、現
代は新幹線が通る
ことで発展してき
ました。まちの道
をつなぎ、道と一

陸の玄関口の位
置に立つ図書館
です。道が伸び
立体化して、東
静岡駅ペデスト
リアンデッキと

日本平を結びます。またここは空間的
な玄関でありながら、情報収集の拠点
としても活躍します。

「大きな道」が全部をつないでいく

体に計画することで、新たな文化の拠点
となることを目指します。

将来ビジョン

、

「大きな道」の 図書館
陸の玄関口としてまちとつながり、日本平、三保の松原と連結する「大きな道」でつながる図書館を提案します。

大階段
吹抜

古代
東海道

東静岡中央線

緑地広場
緑地広場

芝生広場ペデストリアンデッキ

東海道新幹線

東静岡中央線

N

テラス
本棚

参加者番号(様式8) 技術提案書(表紙)

0 1 7
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「保存する」という図書館の重要
な機能を人々が感じられる位置に
閉架書庫を配置します。部分的に
ガラスを使い、蔵書量を感じられ
る空間です。また、「発信する」
という新しい機能も感じられる空
間構成とします。

閉架書庫をコンパクトにまとめる
ことで効率的に管理ができます。
また、各階を分離することなく、
空間の繋がりを保ちます。

文化ゾーンににぎわいをつくる

外周のテラスからは、富士山、
日本平をはじめてとした全方位
の地域の特色ある景色をながめ
ることができます。周囲に開か
れた表裏のない外観です。

閉架書庫と情報発信のみえる化合理的な閉架書庫の配置

全ての閲覧室がテラス付きで、
富士山を眺めながら読書を楽し
むことができます。テラススペ
ースを有効に活用して、ウィズ
コロナ、アフターコロナ時代に
おいても、安心して人々が来館
できる環境をつくります。

富士山の見える構成

富士山テラス、富士山閲覧室な
ど、富士山に向かう部屋やテラ
スがたくさんあります。建物の
どこにいても富士山とその周り
の風景を眺められる構成です。

テラス付きの閲覧室

富士山

日本平

東静岡駅北側

八幡山
・パノラマ状の円形床を、セットバックしながら積層します。正
面をつくらず、全ての方向にひらかれた、圧迫感のない外観をつ
くります。
・各階の外側にできたテラスは、人々の憩いの場所です。人々の
活動の様子がまちの新しい風景となり、文化ゾーンににぎわいが
生まれます。 谷津山

参加者番号(様式9) 技術提案書(１次)
0 1 7

将来ビジョン

古代東海道

東静岡中央線

東静岡駅

民間施設 新県立中央図書館 公共施設 グランシップ

荷荷重重負負担担がが大大

閉架

閉閉架架とと構構造造ココアアををままととめめるる

開架
閉架
開架

従来の図書館と新しいタイプの図書館が交流し合う

オープンコラボレーション
スペース

3 F 一般閲覧スペース

ペデストリアン
デッキ

駅 至→

1 F 交流スペース

2 F 交流スペース

4 F 児童書関連スペース

5 F 地域資料スペース

日本平がみえる

ペデストリアンデッキから見る

開架

参加者番号

情報発信

学びの活動スペース

富士山テラス 地域資料スペース

一般閲覧

緑地広場

管理エリア

公開書庫

公開書庫

閉架書庫

閉架書庫

閉架書庫

閉架書庫

オープンコラボレ
ーションスペース

交流スペース

カフェ・ラウンジ

閉架書庫

東静岡中央線

テーマ別配架

ラボ

日本平

貴重書展示コーナー

歴史編纂閲覧コーナー

児童室

子ども図書研究室

従来の図書館
エントランス

新しいタイプの図
書館エントランス

2F

3F

4F

5F

6F

7F

8F

1F

大きな道が新しいタ
イプの図書館と従来
の図書館をつなぐ

上下階をゆるやかに
つなげる吹き抜け

緑地広場に面する
カフェ・ラウンジ

様々な方向に開かれたテラス

外部環境から守
られた閉架書庫

富士山を見ながら"ふじのくに"
を学べる地域資料スペース

本に囲まれ静かな場所
で新たな本に出会える

貴重書庫

管理用EV 利用者用EV

利用者用EV

新しいタイプの図書館機能
従来の図書館機能
管理エリア
保存エリア
テラス

静かで落ち着いた環境
の学びのスペース

庇の下では閲覧席として利用
でき、気分転換・リフレッシ
ュが出来る環境

駐車場

駐輪場

ペデストリアンデッキ

水と緑溢れるまちの憩いの場
古代東海道

予約棚コーナー

新聞閲覧
特集展示コーナー/新着図書コーナー

ユニバーサルコーナー

富士山

富士山

富士山

富士山

谷津山

八幡山

児童書関連スペース

古代東海道

2Fから大階段を眺める

賑わいがまちとつながる

エントランスから大階段を眺める

気兼ねなく声を出し
て利用できる

オープンコラボレーションスペース
は周辺の通りかも、ペデストリアン
デッキの入り口からも活動が見える

RF最高高さ=約40.4m

東静岡駅

賑わいの場から静かな
場へグラデーション状
につながる

動的(1F)

静的(8F)

古代東海道

緑地広場

アイデアを創出して発信

交流が生まれる

環境と一体化する

第 4章　参加者の技術提案書
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ナカミチ 交流

蓄積

『ハコ』と『スキマ』

活動タニ

タテアナ

タマリ

クボミ

興味

発見

憩い

スキマ

ハコ

静岡文化の知を蓄積し、発信する拠点となる図書館。
本や知的活動を守るため『ハコ』によって安定した室内環境をつくり、その間にできる『スキマ』が多様な交流や活動を生み出す。
外部と複数のつながりを持ち、安心安全に対応した、新しい時代の「知のインフラ」の提案。

知を守り、人と文化をつなぐ『ハコ』と『スキマ』

※1 参加者を特定することができる会社名等の内容 （一般的に通用している社章、 ロゴマーク含む。） を記載してはならない。
※2 各課題に対する提案は、 枠内において提案者の自由にレイアウトして良い。 また枠のサイズについても適宜変更して良い。

０ １ ８
参加者番号

（様式８）技術提案書表紙（表紙）

0 1 8 . 隈研吾建築都市設計事務所・久米設計設計共同体 	

第 4章　参加者の技術提案書
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広場の連携

富士山軸
東静岡駅

グランシップ

街への流れ
周辺施設
との接続

フジニワ

駐車場

カフェ 搬出入

東静岡駅

駐輪場大階段

大屋根

デッキ

エントランス

フジニワ

P
① ②

③ ④

P

P P

ホール・セミナー

情報発信コーナーなど

創造

交流

知

蓄積

ラボ

保存エリア一般図書エリア

流入・集積

発信・拡張

一般図書エリアの平面イメージ

・文化創出、発信の核となる図書館
　交流・創造を促す「動の機能」と知的
活動・学習を助ける「静の機能」を「タ
テアナ」を介して、つなぎ合わせる構成
とします。地域住民や産業を巻きこみ、
エリアの発展の核となります。 ＤＸ推進
を図り、静岡県全域の図書館をバック
アップしながら、文化発信を行います。

・人々を受けとめ交流を促す知の裾野
　「ハコ」と「スキマ」がつくる多様な
環境は、人々に選択性を与え、自分に合っ
た自由な過ごし方を提供します。
　「知のインフラ」としての従来の役割
に加え、新しい興味との出会いや世代を
超えた交流を促し、「人生100 年時代」を
豊かに過ごすきっかけを与えます。

■文化・スポーツエリアの玄関口を示す街の行灯

■『スキマ』の空間が、交流と創造を生み新たな静岡文化を発信する

■文化と出会う、交流の「ナカミチ」■機能が折り重なる、興味の「タテアナ」

「スキマ」から、灯りが漏れ出ることで、建物の周囲全体に暖かな景色をつくります。

・遠州縞パターンの木と土のハコ
世界的に有名な綿生地の産地で織られる
遠州織物。その繊細な遠州縞パターンを
ハコの外壁に展開し、木と土の風合いを
持つ温かみのある外装とします。

・機能がつくる大小のグラデーション
内部の機能によりハコのサイズやプロ
ポーションを変えます。

自然光が差し込む「タテアナ」は階層を
つなぎ、下階の動的空間から上階の静的
空間への緩やかなつながりを生み、機能
全体の接点をつくります。

ハコの間の余白となる「タマリ」は、方
位やフロアによって、見える風景も明る
さも異なり、それぞれ思い思いに場所を
見つけて過ごすことができます。

遠州織物と遠州縞の例

茶箱のイメージ

L 型配置で広場を広くとり
駅に対して大きく開く

広場への光の差込みと街と
の連続性に配慮した操作

小さい「ハコ」に分節し、親
しみやすいスケールとする

「ハコ」に角度をつけ、
多様な「スキマ」をつくる

光の差込

通り抜け

広場 (フジニワ )

遠州縞を展開した外装イメージ

土系吹付
ルーバー木

ルーバー
木羽目板

土系吹付

街とフジニワをつなぐ「ナカミチ」を通
ることで、ラボやセミナールームを見通
すことが身近にでき、そこで行われてい
る、文化や体験に触れることができます。

■自由に居場所を探す、発見の「タマリ」
ハコとハコがずれ重なりつくられる外部
の「クボミ」は小さなテラスとなり、緑
を感じ、外気を浴びながら、読書をでき
る健やかな場所となります。

■小さく囲われた、憩いの「クボミ」

■駅や電車からも視認されやすく機能が屋外にあふれ出す、活動の「タニ」
大屋根の下に広がる活動の「タニ」は、風通しの良い、自然あふれる半屋外空間で
す。駅に向かって大きく開き、静岡県民の文化創出活動があふれだし、鉄道の車窓
からも認知されます。
・軽やかな大屋根
天候に左右されずに
「タニ」の利用を促します。

・フジニワとデッキをつなぐ大階段
駅からの人の流れをつくり、「タニ」
の活動をフジニワへと連続させます。

・スポーツと文化エリアの核となる施設
シームレスに駅からつながり、建物の内
外に通路を設けることで、周辺施設との
結びつきを強めます。将来の街の発展に
も寄与し、連携します。
・富士山、街、人とつながる「フジニワ」
駅前の地上階レベルに、グランシップの
緑地帯とも連携できる、大きな賑わいの
「フジニワ」を計画します。富士山軸に
そって南北の広場をつなぐ通り抜けを設
け、街と文化の接点をつくります。

■富士山とのつながり／人を惹き付け、賑わいの流れを生む広場

■『ハコ』の積層による建築が、街並みにリズムをつくる　

人に寄り添うスケールが静と動をつなぎ合わせる図書館 ■静岡のシンボルとなる、大らかな公共建築
「ハコ」と「スキマ」の構成は図書館内部に静と動を共存させます。外観には人
の活動が全方向に表出し、どこから見ても認知される富士山のような、静岡のシ
ンボルとなります。

お茶を保存する茶箱のよう
に本や活動を守る小さい単
位の「ハコ」。角度を振り
ながらハコを積層して構成
される図書館は、人に寄り
添ったスケールとなり、街
に対して軽快なリズムを与
えます。

 

景観構成の一部となる計画地にふさわしい外観デザイン 新県立中央図書館整備計画に基づく新しい図書館像

閲覧
スペース

書架

サイレント
ルーム

書架 書架

書架 書架
学習室

学習室

交流エリアの平面イメージ

交流
スペース

ラボ

ホール

セミナーセミナー
セミナー

セミナー ラボ

ラボ

大

小

開架書架ホール

閉架書庫
公開書庫

ラボ

ラボ

学習室

セミナー室

タニ

クボミ

ナカミチ

・親しみやすい小さなスケール

創造

※1 参加者を特定することができる会社名等の内容 （一般的に通用している社章、 ロゴマーク含む。） を記載してはならない。
※2 各課題に対する提案は、 枠内において提案者の自由にレイアウトして良い。 また枠のサイズについても適宜変更して良い。

０ １ ８
参加者番号

（様式 9）技術提案書（1次）

人々を出迎える「フジニワ」 富士山を眺める　
活動の「タニ」広場をつなぐ大階段 駅と図書館をつなぐデッキ

箱に囲まれた
小さな憩いの「クボミ」

賑わいが
あふれ出す
「ナカミチ」

0 1 8 . 隈研吾建築都市設計事務所・久米設計設計共同体 	

第 4章　参加者の技術提案書
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静岡県

・意匠設計

構成員 A

・意匠設計

綿密な対話
（協議・報告・検討）

中立な立場で
コスト管理

支援

支援

チェック

/ コストコントロールセンター
・コスト専任部署

・構造設計
・設備設計
・電気設計

構成員 B
（代表企業）

構成員 B
社内サポートチーム

設計 JVプロジェクトチーム

JV 合同レビュー
・コスト品質レビュー
・デザインレビュー

設計チーム

・コスト技術者

・コスト管理
   主任技術者
「CMr 資格者」

図書館コンサル

音響コンサル

・防災計画センター
・環境計画センター
・設計推進部 /法規

・設計推進部 /品質
・監理部

設計開始時の「コストプランニング」

概算を踏まえた「コスト品質レビュー」

継続的な「コストモニタリング」

広場の連携
富士山への眺望眺望

地下階をなくしたコンパクトな計画

書架は主に「ハコ」内に配し
日射遮蔽等温熱環境を制御

直射日光を避けた
自然採光

雨水の雑用水・散水利用

保水性のある再生材による舗装
雨水貯留槽

屋上緑化による
断熱効果と蒸散冷却効果

テラスと一体となった閲覧空間

免振装置　建物・蔵書などの重量偏在の
　　　　　影響を受けにくいすべり支承

交流スペース多目的ホール

ラボ
駐車場グランシップ

広場
フジニワ
( 緑地広場） 自然通風

自然通風

柔らかな
拡散光

「タテアナ」を介した
中間期の自然換気

必要十分な明るさを確保する
タスクアンビエント照明

閉架書庫のハコ

外断熱による熱負荷低減

内装木の調湿効果より蔵書を守る

木質の「ハコ」内壁
により剛性確保

小径材による
「ハコ」外壁

ハコ

ハコ ハコ ハコ

ハコ
ハコ

タテアナ
9ｍx9ｍグリッドの架構
同一スパンによる
部材の均一化

VE 検討項目
設計進捗と VE効果の
相関イメージ

高

小

階数、階高、構造形式

内装、仕上 工程、工法
設備システム

年度 令和  4  年度（2022年度） 令和  5 年度（2023年度）

コスト
管理

コスト
縮減効果

全体工程

4 5 6 7 8 9 10 6 7 8 9 1011 12 31 232 114 5
実施設計 (15M)

基本設計 (6M) 建築許可 (6M)
計画通知 (4M)避難・構造検証 (大臣認定 )

コストプランニング
・目標コスト設定
・コスト配分設定
・主要数量目標   モニタリング

・コストスタディ
・VE検討

計画概算
・目標、配分の見直し
・工事費推移検証

基本概算
・精度の高い部位別基本概算
・工事費推移検証
・VE検討

実施概算
・より精度の高い部位別概算
・構造数量推移検証
・外装仕様、数量検証モニタリング

・コストチェック
・主要部位の見積

モニタリング
・VE検討

初期段階は
縮減効果が高い

積算

コスト品質レビューコスト品質レビュー コスト品質レビュー

項目 仕様 概要

 ■認定 CMr が、総合的視点に立ち、中立な立場で業務遂行  ■静岡の地域性も考慮できる独⾃の概算システムを活⽤ ■設計期間全般にわたり、切れ目なくコスト状況を監視

 静岡の地域性と物価変動をふまえたコスト管理で、建築の品質と経済性を両⽴

 ■積極的な県産材利用と、耐久性やメンテナンス性を考慮した適材適所の材料選定

 ■カーボンニュートラル時代の、人と地球にやさしい環境デザイン

提案施設の想定する仕様概要

設計業務時におけるコスト管理体制及び⽅針

・コスト管理主任技術者は、建築コスト管理⼠資格だけでなく、⽇本 CM 協会の
認定 CMr(ｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝ･ﾏﾈｼﾞｬｰ) 資格を有する技術者とし、運⽤や LCC も⾒据えた
総合的視点に⽴ち、中⽴な⽴場で、コストと品質を⼀体的に管理します。

・ 構成員 B の、コスト専任部署（コストマネジメント部）を含む社内サポートチー
ムが、蓄積された実績や市場の最新動向を踏まえ、多⾓的にバックアップします。

・図書館コンサルタントや⾳響コンサルタントも設計チームに加え、運⽤のし易さ
や利⽤者の快適性も考慮したコスト管理を⾏います。

・ 設計開始時の「コストプランニング」で、コストの詳細な⽬標値を定めるとともに、
各段階での「コスト品質レビュー」で検証を⾏い、設計にフィードバックさせ、
デザイン性の⾼い建築を予算内で実現します。避難安全検証や構造に関わる⼤⾂
認定等、性能評価によるコスト縮減も図りながら、品質と経済性を両⽴します。

・コスト縮減効果は設計の初期段階ほど⾼くなります。「コストモニタリング」を継
続的に⾏い、設計段階に適した検証や代案検討を⾏います。価格変動にも注視し、
早期のリスク回避とその影響を最⼩限に抑える検討や提案も⾏っていきます。

コスト管理を重視した業務実施体制イメージ コスト管理における重視項目 設計工程とコスト管理工程イメージ

・資材の価格変動だけでなく、静岡の地域性や図書館の特性も
考慮できる独⾃の概算システムを活⽤し、随時設計へフィー
ドバックし調整を図ります。

・ 独⾃に蓄積した⼯事費 / 数量データベースも参照し、各⼯種
のコスト⽐率にも留意し、バランスの良い建築を実現します。

・概算推移表、コスト予測グラフなどを⽤いてコストを⾒える
化し、確実な情報把握と共有を図ります。 建設コストにおける各比率

（図書館・JV 実績）

 ■持続可能な社会にふさわしい、安全性が高くコンパクトで合理的な計画
・静岡県の⽊材利⽤の施策をふまえ、⽊造化検討と⽊質化を積極的に⾏います。県

の⼀般流通材と、天⻯材等の特産品を、部位に応じて適宜使い分けます。
・耐久性やメンテナンス性を考慮し、特に外壁への⽊材利⽤に際しては、⾬がかり

の有無等によって、コストにも留意しながら、材料や仕様の使い分けを⾏います。
・施⼯時や更新時の作業性を考慮しながら、部材のユニット化やサイズ統⼀、規格

品の活⽤を積極的に⾏い、コストを適正化します。
・建築を⼩規模なボリュームで構成しているため、素材等の部分的な仕様変更を

⾏っても、デザイン性を損ないません。 外壁仕様イメージ

・静岡県で想定される、南海トラフや相模トラフに震源域を置く周期の
⻑い地震や、書架配置の⾃由度をふまえ、すべり⽀承による免震構造
を採⽤します。無天井化や⾮構造部材の耐震化も⾏い、地震時の落下
物根絶を図り、建物の安全性を⾼めます。

・各フロアの階⾼は、必要⼗分な⾼さとし、地下階のないコンパクトな
ボリュームとします。架構は、書架間隔に留意した 9m×9m グリッ
トを基本とし、そこに挿⼊する「ハコ」の⽊壁によって剛性を確保し
ます。同⼀スパンとすることで部材を均⼀化しコストを抑えます。 構造イメージ

意匠
37%

構造
24%

機械
15%

電気
10%

外構等
14%

・閲覧スペース等では、⾃然採光と⾃然通⾵を積極的に⾏い
ながら、書架スペースは温熱環境を制御した「ハコ」内に
配し、図書館にとって⼤切な本を守る計画とします。

・テラスと連続し外部と⼀体となった場を分散して計画し、
アフターコロナ時代の安全・安⼼な建築を実現します。

・再⽣可能エネルギーの活⽤、熱負荷低減、⾼効率機器の導⼊
により、エネルギー⾃⽴性を⾼め、カーボンニュートラル社会を⾒据
えた建築とします。費⽤対効果にも留意しながら環境配慮⼿
法を検討し、積極的な可視化で県⺠の意識を⾼めます。

・⼈にやさしく快適なウェルビーイングな計画とします。

断面イメージ 想定仕様概要一覧（コスト管理上重点的に管理すべきと考える事項）

外壁：
県産材木羽目板
( 雨がかりの有無等
より仕様使い分け )
テラス床：
ウッドデッキ
外壁：
土系外装吹付材

※1 参加者を特定することができる会社名等の内容 （一般的に通用している社章、 ロゴマーク含む。） を記載してはならない。
※2 各課題に対する提案は、 枠内において提案者の自由にレイアウトして良い。 また枠のサイズについても適宜変更して良い。

０ １ ８
参加者番号

（様式 10）実施⽅針書【コスト管理⽅針】

0 1 8 . 隈研吾建築都市設計事務所・久米設計設計共同体 	

第 4章　参加者の技術提案書
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0 1 9 . 坂茂建築設計・ IN A 新建築研究所設計共同体

第 4章　参加者の技術提案書

（様式８）技術提案書（表紙）

 

※１  参加者を特定することができる会社名等の内容（一般的に通用している社章、ロゴマーク等を含む。）を記載してはならない。
※２  各課題に対する提案は、枠内において提案者の自由にレイアウトして良い。また、枠のサイズについても適宜変更して良い。

 

参加者番号

0 1 9

“グランヨット” グランシップと対を成す東静岡の文化と知のゲート

古代アレクサンドリア図書館は貿易港の近くに建設されており、船が入ってくると積荷を調べて、書籍を没収し、
写本したものを返却していました。貿易港には、人と物と情報が集まり、その地に膨大な情報を蓄えた図書館が
建設されました。

現代では貿易港でなくても人や物、情報は集まります。知の集積、記憶の倉庫として、膨大な情報を蓄えることが
図書館の役割ですが、これからは前に進むため、新しいモノやコトを始め、創造的な活動を支えるための図書館
が必要です。そのためにも、どの方向から風を受けても、それを推進力に変えて前に進む「ヨット」は、これからの
新しい図書館像を示していると考えます。

いろんな風を受ける帆の部分が「書庫」であり、推進力に変える部分が吹抜のある「ラーニングスペース」です。
低層部が船の部分で、波と直に接しても転倒せずに進むべき「新しい向き」を指し示します。

新県立中央図書館はペデストリアンデッキ、新しい図書館など、人と情報がぶつかり合うことで、
創造的な活動を行う「フューチャーセンター」の役割を果します。

グランヨットの明かりは行燈のように南口広場を照らします

南・西面を覆うカラー太陽光パネルは消費電力の20%を賄います
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※１  参加者を特定することができる会社名等の内容（一般的に通用している社章、ロゴマーク等を含む。）を記載してはならない。
※２  各課題に対する提案は、枠内において提案者の自由にレイアウトして良い。また、枠のサイズについても適宜変更して良い。

 

参加者番号

（様式９）技術提案書（１次） 0 1 9

管理エリア

閲覧室
公開書庫・
閉架書庫

9F

10F

RF

8F

7F

6F

5F

3F

2F

1F

4F

情報発信コーナー 受付

カフェ・ラウンジ
貫通通路 デッキ

テラス
オープンコラボレーションスペース

機械室

富士山ビュー
屋上テラス

セミナー
ルーム ラボ

従
来
型
の
図
書
館
(3
F
～
10
F)

新し
いタ

イプ
の図

書館
(1F

～3
F)

吹抜にちりばめられた
ラーニングスペース
活発な議論が出来ます

屋上には本も読めて
富士山を望むテラスを設けます

南・西面には全面に
太陽光パネルを設置します

集中して研究が行える
静粛な個人用
スタディブース

❶
❸

❷
情報発信
コーナー

車いす
使用者用
駐車場

駐車場
(396)

古代東海道

駐車場 (大 )
(146)

大型バス
出入口

車両
出入口

テーマ
配架

テーマ
配架 テーマ

配架

テーマ
配架 テーマ

配架

テーマ
配架

テーマ
配架

テーマ
配架

テーマ
配架

テーマ
配架 風除室

多目的
ホール

WC

守衛
室

WC

協力者発着
ステーション

セミナー
ルーム

ラボ ラボ ラボ ラボラボ

ラボ

ラボ

ラボ

水盤 水盤

水盤

公用車用
駐車場

駐車場 (原付 )

駐輪場

緑地広場

12F 1/1000(A4)F 1/1000(A4)

EV

EV

EV

EVEV

駅前広場

車いす使用者用
駐車場から濡れずにアクセス
車いす使用者用
駐車場から濡れずにアクセス

（屋根付）（屋根付）

大型トラック
による搬入を想定
大型トラック
による搬入を想定

情報発信
コーナー上部

多目的
ホール上部

受付上部多目的
WC

WC

オープンコラボレーション
スペース

備品
庫

更衣
室

更衣室 WC

倉庫

館長室
事務室 (直営 )

保存
処理室 貴重書庫 職員用

会議室
給湯室

作業室

ボランティア室
印刷室倉庫サーバー

室

備品倉庫
特別会議室

事務室
(民間 )

2F 1/1000(A4)

EV

EV

EVEV

EV

M2 階計画部分

吹抜を介して情報発信
コーナーと繋がります

3F 1/1000(A4)

児童閲覧
スペース

デッキテラス
(BDS内 )
デッキテラス
(BDS内 )

ユニバーサル
コーナー

新着図書
コーナー
予約棚

児童閲覧室
カウンター

読み
聞かせ
コーナー

児童用
トイレ
授乳室

WC

EV

太陽光パネル

オープン
コラボレーション

スペース
上部

カフェ・
ラウンジ

デッキテラス
（BDS外）
デッキテラス
（BDS外）

東静岡駅へ

大通りへ

EV

緑地広場

東静岡駅

管理エリア
交流スペース
保存エリア
サービスエリア
カフェ・ラウンジ

利用者動線
管理者動線
搬入動線

N

EV

EVEV

EV

南口広場
ペデストリアン

デッキ
ペデストリアン

デッキ

貫通通路貫通通路

VRゴーグルによる
デジタルアーカイブの閲覧により
館内の移動が困難な利用者にも
膨大な蔵書から新しい 1冊に
出会う楽しみを提供します

VRゴーグルによる
デジタルアーカイブの閲覧により
館内の移動が困難な利用者にも
膨大な蔵書から新しい 1冊に
出会う楽しみを提供します

吹抜を介してオープン
コラボレーション

スペースと繋がります

5F 1/1000(A4)

EV

EV

EV

WC カウンターカウンター

サービス
デスク
サービス
デスク

WC

閲覧室閲覧室

閲覧室
閉架書庫

閲覧室閲覧室

個人用スタディーブース

個人用
スタディーブース 公開書庫

書庫
作業室

6F 1/1000(A4)

吹抜にちりばめられた
ラーニングスペース
吹抜にちりばめられた
ラーニングスペース

❶
❸

❷

会話できる閲覧室会話できる閲覧室

書庫出納
専用の EV
書庫出納
専用の EV

スロープ勾配 1/15スロープ勾配 1/15

冬季の回り込む西日を遮蔽します冬季の回り込む西日を遮蔽します 発生音レベル ❶ ＞ ❷ ＞ ❸発生音レベル ❶ ＞ ❷ ＞ ❸
（集中）（集中）（議論）（議論）（会話）（会話）

スタディブースは書庫を守る
緩衝空間になります

ウインドキャッチャーとなる
ヨットファサード

吹抜とヨット
ファサードが
自然風を誘引する

床輻射冷暖房よる
居住域空調

免震層利用
クールピット

杭利用地中熱
ヒートポンプ

ピーク時の電力の 20%を賄う
太陽光発電ファサード
（792MWh/ 年）

地下水の
カスケード
（多段階）利用

昼光制御
高効率照明

水盤反射による
自然採光

太陽光発電 空調熱源

-19% 13%

29% 20% 3% 32% 4% 12%

7%2% 12% 3%7%
-20% -10% 0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

空調熱搬送 給湯 照明コンセント 動力 その他

一般的な図書館
（省エネ法基準）

新図書館 56%+19%発電で計 75%削減

情報発信
コーナー オープン

コラボレーション
スペース

受付

カフェ・ラウンジカフェ・ラウンジ

テーマ配架

デッキ

ペデストリアンデッキ

閲覧スペース閲覧スペース

1F

1F
2F

3F

M2F

東静岡駅へ

大通りへ

3F

3F

3F

東静岡駅

様々なポップアップストア大道芸人のショーが開催 セーヌ川沿いのようなブキニスト (古本屋 )

ストリートライブ

芝生広場

富士山テラス 緑を囲むテーブル

大通りへ

客席状の階段

カフェ・
ラウンジ

デッキ
テラス

緑地広場

図書館

富士山
を望む

谷津山
を望む

N

1-2  21世紀のシンボルとしてのファサード

2-3 環境コンシャスな図書館

1-3 人流とアクティビティをつくるペデストリアンデッキ

2-1 流動的な空間の連続 2-4 しゃべれる、食べられる、多様な使い方のできる図書館

2-2 デジタル技術による新しい図書館

1-1 静岡の伝統を未来へ
今世紀の最大の課題のひとつ
である再生可能エネルギーを
最大限使う建築として、南・
西面全てのファサードを最新
の美しさを兼ね備えた青・緑
色太陽光パネルで被います。
それによりピーク時の電力の
20%を賄い、災害時は機能維
持の役割も担います。
また書庫部への直射日光を遮
り、書庫の環境制御を容易に
します。

年間を通じ豊かな環境ポテンシャルに恵まれる静岡の気候
風土。これを最大限に活用した最新の設備・エネルギー計画
により、高品質な室内環境の維持と同時に、75%の一次エネ
ルギーを削減し、Nearly ZEBを目指します。非常時、災害時
には太陽光発電からの給電、効果的な自然通風や自然採光、
さらに地下水利用も合わせ機能自立した防災拠点として県民
の安心の施設となります。

駅と図書館を結ぶペデストリ
アンデッキは図書館を貫通
し、人々を自然に館内と街へ
導きます。幅広のペデストリア
ンデッキは、パリのセーヌ川
沿いに立ち並ぶブキニスト
（古本屋）のようなポップアッ
プストアや大道芸人など賑や
かなアクティビティとイベント
の場となります。

読書や勉強するだけでなく、気軽に時間をつぶしたり、待ち合
わせしたり、飲食しながら本を楽しめる場所とするため、カフ
ェ・ラウンジと図書館、オープンコラボレーションスペースが
連携し、外のテラスや富士山ビュー屋上テラスに出られます。
しかし、空間は発生する音のレベルに合わせゾーン分けされ、
奥に行くに従い静かな空間となります。各階書庫の南・西側
壁面際は、それぞれ区画された個人用のスタディーブースが
あり、各自で空調や、照明のコントロールができます。その空
間は外部と書庫の間の環境的緩衝空間となり、書庫スペース
の温度・湿度コントロールも容易にします。

VR技術を使ったオンライン書店を開発するIT企業と協力
し、VRゴーグルによる図書館のデジタルアーカイブの閲覧を
可能にすることで、新しい本の検索と、予期せぬ本との出会い
が起こります。この技術の応用で、館内の移動が困難だった
り、本を持つことが困難な来
館者も利用しやすくなります。
また県内に点在する図書館と
のネットワークを構築し、新
図書館を身近に、そして情報
の地域格差を解消します。

2-1-1 1階から3階にある「新しいタイプの図書館機能」と3
階から10階までの「従来の図書館機能」は動線的、視覚的    
(さまざまな場所にちりばめられた吹抜空間を通して)に連続
することにより、利用者の利便性を高め、交流を促します。

2-1-2 書庫は積層することでフロアごとに本を分類でき、目
的の書庫へアクセスしやすく、管理もしやすくなります。各階
はエレベーターと階段だけでなく、緩やかな斜路で有機的に
つながり、その途中の広い踊り場は閲覧スペースとなり、エレ
ベーターに頼らない楽しい移動や居心地の良い多様な学びの
場をつくります。

１ 景観構成の一部となる計画地にふさわしい外観デザイン

２ 新県立中央図書館整備計画に基づく新しい図書館像

静岡独自の「駿河竹千筋細工」
の代表的作家、篠宮康博氏
の作品“炎”を題材とした（作
家承諾済）竹細工のように繊
細なカーテンウォールをつく
ります。駅側からはカーテン
ウォール越しに、知の集積の
書庫と人々のアクティビティ
が視認でき、館内は北からの
安定した自然光で満たされま
す。また現在暗い南口広場は
温もりある光で照らします。

断面図(1/1000)

積層された書庫と踊り場の閲覧席

3階平面図(1/1500)

VRによるアーカイブの閲覧 2階平面図(1/1500)

4～10階平面図(1/1000)

1階平面図(1/1500)

カラー太陽光パネル

一次エネルギー消費量試算

駿河竹千筋細工“炎（ほむら）”

第 4章　参加者の技術提案書

0 1 9 . 坂茂建築設計・ IN A 新建築研究所設計共同体
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0 1 9

基礎免震

耐震壁
の設置

ピット
1FL
2FL
3FL

免震層 地盤改良等

地上中間層免震 地下中間層免震

直接 /杭基礎
全て免震

地盤改良等必要 ×
×低層部は非免震
直接 /杭基礎
地上部は免震

ピット
1FL
2FL
3FL

免震層

B2FL
B1FL

1FL
2FL
3FL

免震層

直接 /杭基礎 直接 /杭基礎直接 /杭基礎

ﾌｪｰｽﾞ毎に報告 · 承認の手順を
踏み､手戻りのない設計工程計画

コストインパクトが大きい箇所
の見積を作成｡コスト配分を
把握し､設計にフィードバック。

現場の声を的確に設計に反映

基本設計時の
概算見積

外装や躯体のコストを
物価予測値を用いて見積

仮設工事計画､最新物価
による工事費の確認

フロントローディング手法
による早期の与条件整理と
課題の抽出

BIM解析にてモジュール化
可能箇所を洗い出し,効率化

マスター工程

設計条件等の整理

2022（Ｒ０４） 2023（Ｒ０5）
3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

現地調査
基本設計
実施設計図作成
工事費概算
法令の調査
防災・構造評定
ＷＳ開催 地域住民・職員・サポーター

若い世代が参加

次世代図書館検討
社内チェックＤＲ
ZEB取得+助成金申請

与条件整理・調査 基本設計

ブロックプラン 基本設計図作成 実施設計図作成

工事費積算

職員・司書さんヒアリング

計画通知事前協議各課協議法条件の洗い出し

大臣認定事前相談 大臣認定防災・構造評定防災・構造評定事前相談

申請省エネ計算（モデル建物法） 省エネ計算（標準入力法）補助金種類・条件洗い出し

国交省相談

与条件整理

詳細設計ﾌｪｰｽﾞ1 詳細設計ﾌｪｰｽﾞ2 まとめ 県議会

入札

WS①：VR図書館
WS①：プロポ案説明 WS②：グループワーク

WS②：地域連動図書館 WS③：ネットワーク図書館 WS④：まとめ

中間報告 1 中間報告 2基本設計完了 実施設計完了

概算 1 概算 2 概算 3 概算 4

採択通知 BELS 申請
＜与条件確定＞ ＜方針・課題確定＞

＜ブロックプラン作成＞ ＜一般図作成＞ ＜詳細図作成＞

＜実施設計一般図 CHECK＞ ＜実施設計詳細図 CHECK＞ ＜実施設計最終 CHECK＞

インフラ等調査

行政協議や現地調査、
比較検討の早期実施

標準建物

提案建物

[t-CO /年] 02 10,000 20,000 30,000

建設段階運用段階

解体段階 修繕・更新段階

建設段階 32%削減

0 20 40 60 80 100 120 140（百万円 )

標準

提案

設計･建設･解体 運用管理 修繕 光熱水

削減

ライフサイクルコストを 17％削減

設計統括技術者（アトリエ事務所）

豊富な知識と経験を生かし、静岡県に
新たな「図書館ファン」が生まれる、従来
型と新しい型が融合する図書館を計画
します。　職員・サポーターのためのワ
ークショップ（WS）から、親子で参加で
きるWSを企画運営し、設計に反映する
ことで、皆で作り上げる図書館計画とし
ます。

設計主任技術者（代表構成員）
- アトリエ事務所 -

デザインを中心にコントロールし、静岡
県の新しいランドマークにふさわしい
図書館を計画します。

設計主任技術者（構成員）
- 組織事務所 -

豊富な図書館設計経験を生かし、
コストや品質を中心にコントロール
し、高品質な図書館計画を行います。

世界で活躍する建築家が全体デザインを統括 図書館建築研究の第一人者
図書館コンサルタント

設計チーム品質管理チーム コスト管理チーム

積算事務所
独自の積算データベースを用
いて、定期的に行う物価予測
データを用いて精度の高い積
算を提示します。

最新市況、プロジェクト特性
（立地、用途、社会状況等)を
踏まえつつ、コスト縮減を探
り、コスト管理を行います。

コスト担当

図書館や公共建築設計の経験豊富なチーム

ファサード・環境デザイン

機械・電気設備担当

構造、機械・電気設備と同じ事務
所が、ファサードのモジュール化、
環境エンジニアリングを検討し、
コスト縮減を実現します。

多用途の設計経験を生かし、環
境シミュレーションや採用設備シ
ステムの比較検討を行い、コスト
縮減を検討します。

構造担当

図書館計画担当

世界各国でのエンジニアリング
経験を生かし、本計画に最適で
経済的な構造計画を提案します。

数多の図書館設計経験を本図
書館計画へ還元し、新しい図書
館と従来の図書館の融合を図
ります。

建築総合
多角的な要望、最新技術や検
討をまとめ上げ、デザイン性と
コスト管理を両立する計画が
実行できる体制とします。

BIM設計担当

施工管理担当
経験豊富な防災

多くの図書館設計経験を生かし、
３Dモデリングから建物全体を
見える化し、外装設計、コストコ
ントロールを牽引します。

チーム内の熟練の技術者を
集め、確実で低コストな施工
計画を行います。

価格調査分析・物価予測・積算監査工事工程検討・施工計画・仕様最適化

VR図書館開発企業
展示・サイン計画
コンサルタント音響コンサルタント

協力会社体制
ランドスケープ
コンサルタント 防災コンサルタント

図書館の計画段階からデザイン検討
に加わり、展示・サイン・ユニバーサル
空間が融合する計画を行います。

日本で認められたVR技術を駆
使し、ユニバーサルな図書館とな
る様、様々な計画を提案します。

静岡県で数多くのデザイン経験を
持つチームが、静岡の大地にふさ
わしい外構計画を提案します。

しゃべれる図書館、ホール、吹抜
け大空間の音響計画を行い、快
適な図書館空間を計画します。

図書館の防災計画を熟知した防
災コンサルタントと、安全安心な
建物利用・防災計画を行います。

日本を代表する照明コンサルタン
トと共に新しいランドマークとな
る、照明計画を行います。

照明コンサルタント

飾る本棚作りWS 飾る本棚完成

1 設計業務時におけるコスト管理体制及び方針

水盤：空調利用した井水水盤：空調利用した井水
        を再利用した水盤        を再利用した水盤

基壇部屋根：基壇部屋根：
カラーPVカラーPV

2 提案施設の想定する仕様概要 (構造種別、外装仕様などコスト管理上、重点的にすべきと考える仕様項目についての概要)

構造種別・免震構造比較表イメージ

入念なチェック体制と、コスト管理を常に意識して設計を進め、世界中の注目を集める図書館を実現 コストを最小化する外装仕様・構法・モジュールを研究し、高品質な図書館

コストインパクトが大きい部分に対して綿密な検討、重点的なコストコントロールの実施各分野のプロフェッショナルが英知を集め、確実なコストコントロールと品質管理を実現する設計工程

設計工程の管理方法 積算事務所による物価変
動予測シミュレーション

綿密な仮設計画による建
設費用の正確な算定

ZEBを含む各種補助金
取得検討（採択経験有）

経済的かつ効率的な構造計画と免震構造の検討

長寿命で省メンテナンスな基
壇部外壁：PCaパネル

外構仕様

工業化したレディメイドの集合

適材適所に県産材（杉）

PCaパネルの上、防汚・自浄作
用タイプの塗料を採用し、ラン
ニングコストを抑える計画と
します。品質と工期短縮を両立
させ、工事費を削減します。

井水を熱交換して空調に使い、
その後水盤水として再利用す
る計画とします。蒸散作用にて
建物周辺の環境負荷を低減す
ると共に、安価に親水空間を
作り出します。

採用する建築資材は原則既成・
定尺品とし、ロスを最小限に
抑えた計画とします。現場加
工製品を極力なくし、材工ト
ータルでコスト管理しやすい
工法の採用を検討します。

公開書庫や閲覧室の本棚、
閲覧室の什器等に県産材の
杉を利用し、室内への調湿効
果を高めます。県産の木のぬ
くもりを感じる暖かい図書館
を計画します。

用途係数1.25、地域係数1.2
の耐震性能要求（基準法の1.5
倍）のため、免震建物の計画を
検討します。免震構造は、上部
躯体のコストをスリム化が可能
です。免震化のコストメリット
を基本設計で検討します。

① 早期課題解決のフロント
　 ローディング手法
② 手戻りのない確実な設計 
　 進捗報告
③ 行政協議や現地調査、比
　 較検討の早期実施

図書館設計に精通した設計
チームのコスト担当とは別に、
積算事務所によるコスト監査
チームを設けます。定期的に物
価変動の予測、概算見積を行
うコストコントロールにより、
目標額へ調整します。

BIM設計で最適化された単一
モジュールにて多面体カーテン
ウォールを構成します。ユニット
部材をシンプルに組み上げ、イ
ニシャルコストを削減します。

基壇部分の杭基礎-躯体、帆の
部分の鉄骨フレームに至るま
で、構造コストを経済的に抑え
るため、構造種別の比較検討
など様々な効率化の検討を行
います。

搬送動力を小さく、維持管理
のし易さに配慮した最適な設
備機器配置とします。各 の々設
備システムは、LCCやLCCO2、
保守性など総合的な視点から
比較検討を行います。

太陽光発電にて20％の電力
を賄い、標準建築物と比較し
て使用エネルギーや運用エネ
ルギーを極力抑制できる計画
を検討します。建設時のコスト
のみでなく、運用時のコストも
削減します。

コスト想定が難しい仮設計画
を、経験豊かな施工管理担当
が行います。設計時から確実
かつ適正な仮設計画を行い、
建設コスト試算をすることで、
工事発注など円滑な事業推進
に配慮します。

南・西側の外装には鉄骨フレー
ムにECPを設置し、そこに太陽
光パネルを設置します。コスト
を抑えつつ、ダブルスキン効果
を待たせる計画とします。

図書館内の体験が素敵な経験
となるような空間設計を行な
えば、豪華な仕上げに頼らず、
規格材や汎用品を多用して高
品質な建物となります。

ZEBや木材利用等、様々な補
助金取得の可能性を検討し、
コストコントロールへ役立て
ます。

LCCやランニングコストを削減する計画

単一モジュールにて形成され
る北側カーテンウォール

基壇部ファサード：
ユニットカーテンウォール

水盤：空調利用した井水
        を再利用した水盤

構造計画 機械設備計画

南・西面外装

質と豊さのある空間設計静岡県で多数の公共建築実績を有する世界的建築家が設計統括技術者として、静岡県の文化と都市文脈を熟知した設計チー
ムと、多くの公共図書館の設計実績を有する組織事務所を率いて、新しい図書館の実現に向け確実なコスト管理を行います。

LCC削減イメージ

LCCO2削減イメージ

サイズを抑えた単一モジュールユニットカーテンウォール（Low-Eペアガラス）

ユニットカーテンウォール

PCaパネル+フッ素樹脂塗装

カラーPVパネル+押出成形セメント板（ECP）+鉄骨フレーム

1F-3F基壇部分(北側)
部位 外装仕上げ

1F-3F基壇部分(南側)

3F-10F帆部分(北側)

3F-10F帆部分(南側)

A

A
B

C

B

1

1

2

3

2

3

基壇部ファサード：基壇部ファサード：
ユニットカーテンウォールユニットカーテンウォール

水盤：空調利用した井水水盤：空調利用した井水
        を再利用した水盤        を再利用した水盤水盤：空調利用した井水

        を再利用した水盤

西・南側外装：西・南側外装：
カラーPV+ECP外壁カラーPV+ECP外壁

基壇部：PCaパネル基壇部：PCaパネル

基壇部屋根：
カラーPV

水盤：空調利用した井水
        を再利用した水盤

基壇部ファサード：
ユニットカーテンウォール

南・西面外装仕様北面外装仕様

C

西・南側外装：
カラーPV+ECP外壁

北側外装：北側外装：
単一モジュールユニット単一モジュールユニット
カーテンウォールカーテンウォール

北側外装：
単一モジュールユニット
カーテンウォール

基壇部：PCaパネルと開口部基壇部：PCaパネルと開口部基壇部：PCaパネルと開口部

0 1 9 . 坂茂建築設計・ IN A 新建築研究所設計共同体

第 4章　参加者の技術提案書
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0 2 0 . 株式会社高木滋生建築設計事務所・一級建築士事務所青山斉広建築設計事務所・株式会社 03 - 竹森紘臣一級建築士事務所

第 4章　参加者の技術提案書

電車の操車場や駐車場として、
数十年間、よそよそしい空き
地でした。今回はみんなが気
軽に集まれる原っぱを図書館
の廻りに立体的に巡らせます。
新幹線からも見える丘のよう
なファサードは親しみやすい
印象を地域だけでなく、全国
へ発信します。

１  縁のない空地から
親しみのある原っぱへ

丘状の大屋根の南向きに大き
く反りあがった庇は夏季には
日差しを遮り卓越風を取り込
み、冬季には日射を多く取り
入れ、空調にあまり頼らず館
内に静岡の穏やかな気候を再
現します。北側にも大きく開
き、富士山へのビューにも配
慮されています。

2  静岡の過ごしやすい気候と
美しい風景を取り込む

古代東海道遺跡跡より敷地を望む 左側は駅前広場　駅からのペデストリアンデッキと丘を登る階段で図書館エントランス階にアクセスする

東側道路より館内の様子と大屋根上の動きがよく見える地域に開かれたファサード

大屋根は東西南北に通り抜け動
線をつくり、中央の吹抜空間で
繋ぎ合わされ、敷地内外を循環
する大きな立体的な８の字の
ループ動線をふたつ描きます。
それにより、学び、交流、創造、
発信が連続的に繋ぎ合わされ、
人の流れや活動が活性化されま
す。

3 知、学び、交流、創造、発信を
繋ぎ循環する動線と大吹抜空間

建築の大きな形態そのもので、内部と自然環境、周辺地域、風景との関係をつくる

0 2 0
参加者番号( 様式 8)　技術提案書 （表紙）

Core-Tube

大屋根

大街道地域広場

駅前広場

知の箱

北

南

主要な構成要素
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テーマ 1 　景観構成の一部となる計画地にふさわしい外観デザイン

中央の 21mx10m の吹抜が各部門を貫き、階段による垂直動
線をまとめている。上部書庫を支えるメッシュ状の

「Core-Tube」が吹抜を囲み、視覚的な一体感を与えるととも
に、トップライトから木漏れ日のような自然光を建物深くま
で取り入れます。

北東側の交差点からの
ファサードは左右に羽根
を拡げるように北側の駅
前広場と南側の地域広場
の賑わいを見せます。正
面には大屋根を登る階段
があり、４階の図書館エ
ントランス階にも人々を
導き入れます。

敷地内外は 1F で南北に、４階
で大屋根を越えて東西に通り抜
けできます。館内には 1 階から
最上階まで繋がる大きな吹抜が
垂直動線になっており、３つの
大動脈が敷地内外を循環する動
線を生み出します。

主な敷地内外動線と
敷地利用図

グランシップ

既存緑地広場

駐車場

古代東海道
遺跡公園

（駐輪場を含む）

東静岡駅

東
海

道
新

幹
線

東
海

道
本

線

東静岡駅からの
ペデストリアンデッキ

＜地上部分・大屋根庇下＞
駅前広場：ロータリーとの一体利用
( カフェ・ラウンジが隣接 )

＜地上部分・大屋根庇下＞
地域広場：地域住民の憩いの広場

（南面して日当たりがよい）

大屋根階段より
４階図書館エントランス
にアクセス

４階エントランス

４階エントランス

1 階エントランス

1 階エントランス

北

富士山へ
のビュー

大屋根階段より
４階図書館エントランス
にアクセス

東静岡駅より
ペデストリアンデッキで
４階図書館エントランス
にアクセス

テーマ 2　新県立中央図書館整備計画に基づく新しい図書館像
学ぶ・交流する・創造するをシームレスに循環させるロータリーに面する敷地の

北側に大きな外部空間で、
突き出した大屋根に覆わ
れ、ロータリーと一体的に
利用できる駅前広場をつく
ります。この広場は館内カ
フェ・ラウンジとも隣接し、
カフェテラスとしても利用
できます。
軒裏に使用された県産材の
温かい質感が広場を居心地
の 良 い 空 間 と し、多 く の
人々を迎え入れる雰囲気を
つくります。

交差点の大屋根階段より
４階図書館エントランス
にアクセス

東静岡駅より
ペデストリアンデッキで
４階図書館エントランス
にアクセス

駅前広場と地域広場を繋ぐ
「大街道」が建物全体を

垂直に、南北に貫く空間となります。

1F 大街道の情報発信を中心にラボ、カフェなど

2F 大吹抜のオープンコラボを中心にセミナー、児童関連

3F 大面積、大空間でで一覧性の高い一般閲覧スペース

5F 研究などに没頭できる落ち着いた静の空間 オープンコラボレーションを中心に空間が広がる

４階図書館エントランス、富士山をのぞむ

エントランスからオープンコラボレーションを通して上階とつながる

３階の南北のダイナミックな軒下の縁側閲覧空間

賑わいをつくる大屋根駅前広場

地域からひとを引き入れる辻のデザイン

交差する 3 つの大動脈

敷地内外を循環する動線が生み出す
ダイナミックで緑あふれる遠景 大屋根を登り

4 階エントランスからの
東西軸通り 抜け動線

1 階エントランスからの
南北軸通り 抜け動線「大街道」

体験、交流、学びを
貫く垂直大空間

知の保存

学び
交流
創造

保存部門
書庫など

図書部門
開架閲覧

など

交流部門
セミナー
ラボなど

新しい知の
創造と更新

交
流
部
門

図
書
部
門

保
存
部
門

情報発信スペース

カフェ・ラウンジ

多目的ホール

ゲストＥＶ
サービスＥＶサービス入口

ゲスト入口

ゲスト入口

ゲスト入口

▼

▼

▼

地域広場

駅前広場ロータリー
とのつながり

屋根下外部、各ラボ、
テーマ別書架、
情報発信のつながり

ラボ
（多目的ラボＣ，Ｄ以外）

▼

ゲスト入口▼

新幹線や東海道線の電車の中から

テーマ別書架

テーマ別書架

大学コンソーシアム
ラボ C,D

セミナールーム 1,4

オープンコラボスペース

児童室

子供図書館

一般閲覧室

一般閲覧室

入口テラス

適宜、学習室や
サイレントルー
ムなどを配置

一般閲覧室

・ユニバーサル
や健康など入口
階に適した書架、
コーナーを配置
・適宜、学習室
やサイレント
ルームを配置

・地域資料スペー
スと関連する歴
史関係書架など
を配置
・適宜、学習室
やサイレント
ルームを配置

・吹抜を介して本の

存在＝知のストッ

クを視覚的にも感

じられる

・上階に配すること

で水害からも保護

9F 図書館オフィ
スなど

7-8F 閉架書庫
貴重書庫など

6F 公開書庫

・予約棚
などエン
トランス
階に必要
な機能を
配置

・入口テラス、屋根上から富士山が望
める

・南側の
大空間に
主に閲覧
席を配置

・多世代
が交流し
やすいよ
うにオー
プンコラ
ボと児童
関連をま
とめた

ゲスト入口

4F 大屋根上の図書館部門入口階 交通量の多い道の空間

6-9F 知のストックを感じられる書庫

「大街道」

0 2 0
参加者番号( 様式 9)　技術提案書 （1 次）

第 4章　参加者の技術提案書

0 2 0 . 株式会社高木滋生建築設計事務所・一級建築士事務所青山斉広建築設計事務所・株式会社 03 - 竹森紘臣一級建築士事務所
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静岡
計画地の静岡は日照時間が
長く、夏季には南東から卓
越風が吹きます。年間をと
おして温暖でおだやかな静
岡の気候だからこそできる
自然に近い環境を実現する
ことで、内部環境の向上だ
けでなく、設備機器に頼り
過ぎない計画で、空調電力
消費の低減を実現します。

大屋根の角度や大きさなど
の形状によって、建物内へ
の日射や夏季の卓越風の進
入をコントロールします。
形状決定にはコンピュー
ターによる解析を行い、最
大限の効果を得られるよう
に配慮します。

雨水を大屋根で集めて
利用する

夏の卓越風

夏の卓越風

夏の卓越風

雨

雨水タンク

冬の太陽

　夏の太陽

日射を取り込む

日射を遮る

南北

雨

閉架書庫

開架書庫

情報発信

オープンコラボ

図書館オフィス

機械室 太陽光パネル

排気・排熱

排気・排熱自然採光

一般開架 一般開架

一般開架

セミナールームなど

各種ラボなど 各種ラボなど

児童室

一般開架

蒸散による冷却効果

コストに配慮した設備・構造の仕様と計画
風を取り込み日射を遮る大屋根
当地の太陽光度と卓越風を計算に入れた庇形
状は、設備機器に頼りすぎず、建築の形態に
より省エネルギーを図ることを目指していま
す

採光と排気・排熱を促す吹抜け
トップライトからの天空光と反射光を階下まで取り込むと
ともに、重力換気による排気・排熱も促します

可変ゾーニングによる空調エネルギーの低減
季節や時間の移り変わりを静岡の穏やかな気候
を通じて感じられる半屋外空間を多くつくりま
す。寒暖の厳しい冬と夏は開口を閉じて空調す
ることでいつでも過ごしやすい空間となります

センシング技術による光・通風・温調の制御
室内の環境を無駄なく最適に保つために、昼
光・温湿度・風速・人感・Co2 センサー等か
らの情報をもとに、照明制御・通風・外気冷房・
換気量等の制御を行います

閉架書庫・オフィスエリアの安定した空調
年間安定した温湿度を保つため、建築によ
る断熱・区画をしっかりと行い、空調負荷
を最小限とします。快適性と省エネ性を兼
ね備えた放射冷暖房の採用も検討します

雨水（水循環）の利用
水質改善にコストのかかる地下水は利用せ
ず、大屋根で効率よく集めた雨水を最大限に
利用します。トイレ洗浄水への利用だけでな
く、緑に撒く水の蒸散による冷却効果は周囲
環境の改善も期待できます

基本計画

基本設計 実施設計

概算 概算 積算

・設計工程の節目にマイルストーン (MS) を設定し、MSご
とにコスト確認を行うことで手戻りがなく、事業計画に即し
た設計を遂行します。

● 節目ごとの概算、積算による確実なコスト管理

● VE 項目は比較検討で品質を維持したコスト管理

・各MSで検討する事項をあらかじめ決定し、発注者が決定
に必要な設計資料を概算をつけて、スケジュールどおりに決
定が行えるようにします。
・基本設計段階の概算でも躯体数量、主要な仕上材料の数量
を算出し、実施設計レベルの概算を行います。

● 外装用太陽光パネルなど外装材による電力コストの低減

●ローメンテナンス化・更新性の向上● ライフサイクルコスト管理の重要性● 構造の概要と考え方

● 大屋根の施工性を向上させる HP 曲面

● ロングスパン化による基礎本数の削減

● 地下利用を最小限に抑える

● 図書館計画と施設計画の最適化

５階より上の外壁には太陽光パネルを設
置します。意匠性や書庫への環境インパ
クトの低減のみならず発電機能を持たた
せることで、館全体の電力コストを低減
するだけではなく、災害時にも活用でき
ます。１階から３階までは環境負荷削減
のためにLOW-Eガラスを使用すること
により、空調電力消費を低減します。ま
たガラスの割付はなるべく小さくし、イ
ニシャルコストの抑制とともに、更新時
のコストも低減します。

免震装置

ライフサイクルコスト内訳

大屋根 HP シェル面 マスダンパー効果

●フロントローディングによるコスト管理
構造計画や外装あるいは設備の方式について、複数案のコスト・性能比
較を行ったうえで、早い段階で設計を確定していくことを意識します。

●コスト妥当性の検討
・コスト管理主任技術者だけでなく、設計チーム全員がコスト妥当性確
認のスキルを持ち、要望に対する妥当性を即時に検討します。
・定期的にコスト情報の収集及び分析を行い、市場価格を把握します。
・コスト管理委員会を設置し、定期的に情報の更新と共有を行います。

・VE項目ごとに概算金額を算出し、費用対効果の高いオプ
ションを選択できるようにします。
・イニシャルコストのみを注視するのではなく、快適さや維
持管理も指標に入れた比較検討を行います。

● 図書館計画と施設計画との一体的な予算管理
・図書館計画と施設計画を融合させることで、運営費と施工
費を一体的にコントロールし、余分なコストを省きます。

適材適所の構造計画 ―イニシャルコストの低減 ライフサイクルコスト (LCC) の管理

将来起こりうる東南海地震等の大地震を想定し、5階以上の
Box 形状の建物自体をマスダンパーとして利用する『中間層
免震構造』を採用し、「静岡県構造設計指針・同解説（2014
年版）」で示す用途係数 1.25 以上の耐力を有する安心で安全
な建物を実現します。
構造体は、建物の中心に位置する剛体な鉄骨造のCore-Tube
が耐震コアとなり、まわりの鉄骨ラーメン構造と大屋根の地
面に着地するアーチ状の面構造が一体となることで安定した
土台となる構造を構築します。

● 静岡のおだやかな気候を活かす

● 建築形態による日射と通風の制御の最適化による
エネルギー消費の低減

ダイナミックな大屋根は、直線材を並べてシンプルに構成し、
HP曲面の鉄骨格シェルを採用することで、施工性を高めな
がら効率的に面剛性を確保できる屋根構造とします。
人が歩行するHP曲面の凸のアーチ形状部分はコンクリート
スラブを打設し、圧縮アーチ剛性を高めて鉛直力と地震力に
抵抗します。
大きく反りあがる庇部分の大屋根は、軽量な鉄骨シェル構造
で形態効果を生かしながら効率よく実現します。

外壁用の太陽光パネル

日射による熱取得モデル

日射による自然光モデル

コスト管理項目 １ コスト管理項目 ２
プロジェクト・マネージメントによるコスト管理
コスト管理項目 ３

夏季の卓越風

日照時間（月合計値） h
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閉架書庫・オフィスエリアのシンプルな構造
シンプルにローコストな剛体の鉄骨ブレース
付ラーメン構造とし、その下面に免震層を配
置して下の構造と切り離し地震エネルギーを
吸収することで建物本体の揺れを小さくし耐
震性の向上を可能とします。

鉄骨上部構造はロングスパン化を図るこで、フレキシビリ
ティに富む開放的な空間を効率的に実現しつつ、柱本数を減
らすことで杭基礎本数を減らし基礎コストの削減を図りま
す。

建物のライフサイクルコスト
（LCC）は初期の建設費よりもそ
の後に掛かる水光熱費、保守点
検費、更新費などに多くの費用
が掛かることを考慮し、設計過
程においても LCCの費用対効果
をみながら計画の検討を進めま
す。

・ 保守、更新が容易な設備計画
メンテナンスのしやすい床置型の空調機を配置することで、
点検・保守・修繕・更新費の削減をはかります。更新のし
やすさを考慮した機器配置と搬出入ルートの確保を行い、
更新費を低減します。
・ 維持管理が容易な植栽計画
手入れの必要が少ない樹種の選定、雨水を利用した自動潅
水設備の導入、ロボット芝刈り機などを行い、常に良好な
芝の状態を保ちながら、植栽保守費の削減をします。
・ 維持管理、更新が容易な内装計画
清掃が容易で耐久性の高い材料を選定し、清掃費や施設更
新費を低減します。

地下に設置が必要な雨水タンクや最低限の機械室に留めること
でイニシャルコストの低減をはかります。

図書館計画と施設計画の摺合せを十分に行うことで、運営の質
を保ちつつ省力化を行い、人件費などの運営費を削減します。

0 2 0
参加者番号(様式 10)　コスト管理方針

0 2 0 . 株式会社高木滋生建築設計事務所・一級建築士事務所青山斉広建築設計事務所・株式会社 03 - 竹森紘臣一級建築士事務所
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